
- 159 -

平成31年 第１回（定例）う き は 市 議 会 会 議 録（第３日）

平成31年３月５日（火曜日）

議事日程（第３号）

平成31年３月５日 午前９時00分開議

日程第１ 議案質疑（議案第16号～議案第19号、議案第22号～議案第25号、議案第29号、議案

第30号、議案第34号～議案第42号、議案第２号、議案第７号～議案第14

号）

日程第２ 議案の委員会付託

──────────────────────────────

本日の会議に付した事件

日程第１ 議案質疑（議案第16号～議案第19号、議案第22号～議案第25号、議案第29号、議案

第30号、議案第34号～議案第42号、議案第２号、議案第７号～議案第14

号）

日程第２ 議案の委員会付託

──────────────────────────────

出席議員（13名）

２番 組坂 公明君 ３番 佐藤 裕宣君

４番 野鶴 修君 ５番 竹永 茂美君

６番 岩淵 和明君 ７番 鑓水 英一君

８番 熊懐 和明君 ９番 中野 義信君

10番 佐藤 湛陽君 11番 上野 恭子君

12番 伊藤 善康君 13番 江藤 芳光君

──────────────────────────────

欠席議員（１名）

１番 佐藤 茂和君

──────────────────────────────

欠 員（なし）

──────────────────────────────

事務局出席職員職氏名



- 160 -

局 長 石井 良忠君 記録係長 浦 聖子君

記録係 伊藤 諒平君

──────────────────────────────

説明のため出席した者の職氏名

市長 髙木 典雄君 副市長 今村 一朗君

教育長 麻生 秀喜君 市長公室長 楠原 康成君
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午前９時00分開議

○事務局長（石井 良忠君） 起立、礼。着席。

改めまして、おはようございます。

本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

ここで市長より、議案第３５号、議案第３６号、議案第３７号について、議案の一部訂正をし

たいとの許可願いが提出されております。

市長の訂正理由の説明を求めます。髙木市長。

○市長（髙木 典雄君） おはようございます。



- 161 -

本議会初日に議案第３２号の議案訂正をお願いいたしましたが、同様の趣旨による訂正がほか

に３件ございました。大変申しわけございませんが、議案第３５号、議案第３６号、議案第

３７号の訂正をお願いいたします。

議案第３５号は、うきは市スポーツアイランド条例の一部を改正する条例でございます。一部

文言が漏れておりましたので、別紙で配付させていただいたとおり訂正をお願いするものでござ

います。第１条及び第２条におきまして、「別表を次のように改める。」と規定しております部

分を「別表の備考以外の部分を次のように改める。」と訂正するとともに、表中、多目的グラウ

ンドの項、照明料の欄につきまして「１列当たり」という文言が漏れておりましたので、文言追

加の訂正をお願いするものでございます。

続いて、議案第３６号でございます。うきは市吉井体育センター条例の一部を改正する条例の

第１条及び第２条において一部文言が漏れておりましたので、別紙で配付させていただいたとお

り訂正をお願いするものでございます。「別表を次のように改める。」と規定しております部分

を「別表の備考以外の部分を次のように改める。」と訂正をお願いするものでございます。

続いて、議案第３７号でございます。うきは市大春トリムセンター条例の一部を改正する条例

の第２条において一部文言が漏れておりましたので、別紙で配付させていただいたとおり訂正を

お願いするものでございます。「別表を次のように改める。」と規定しております部分を「別表

の備考以外の部分を次のように改める。」と訂正をお願いするものでございます。

今後、このようなミスがないように、しっかり内容をチェックしてまいりたいと思います。大

変御迷惑をおかけしますが、議案の訂正につきましてよろしくお願いを申し上げます。

お諮りします。議案第３５号、議案第３６号、議案第３７号の訂正につ

いて、うきは市議会会議規則第２０条の規定により、これを承認することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

異議なしと認めます。したがって、議案第３５号、議案第３６号、議案

第３７号の訂正については、これを承認することに決しました。

────────────・────・────────────

日程第１．議案質疑

日程第１、議案質疑を行います。

議案第１６号小石原川ダムに係る水源地域対策費の負担に関する協定の締結についてを議題と

します。

説明を求めます。水資源対策室長。

○水資源対策室長（瀧内 英敏君） おはようございます。水資源対策室の瀧内でございます。よ

ろしくお願いいたします。
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議案書の４ページをお開きいただきたいと思います。

議案第１６号小石原川ダムに係る水源地域対策費の負担に関する協定の締結について。

福岡県南広域水道企業団との小石原川ダムに係る水源地域対策費の負担に関する協定について、

別紙のとおり協定を締結するため、うきは市議会基本条例第１５条第３号の規定により議会の議

決を求める。平成３１年３月１日提出。うきは市長髙木典雄。

５ページをお開きいただきたいと思います。

小石原川ダムに係る水源地域対策費の負担に関する協定についての御説明を申し上げたいと思

います。

内容といたしましては、昨年６月に議会で承認いただきました小石原川ダムに係る漁業補償費

の負担に関する協定書と考え方は基本的に同じでございます。これまで議員説明会等でお示しし

た、うきは市が今後負担する費用の中の２項目、小石原川ダム水源地域振興事業に係る負担金と

小石原川ダムに係る水没者への生活再建支援金の２項目に係る協定を締結するものでございます。

この小石原川ダムに係る水源地域対策費につきましては、福岡県南広域水道企業団に既に立て

かえをしていただいておりますが、この支払いが平成３１年度に完了する予定でございます。こ

のため、支払い方法等について県南企業団と協議を重ねた結果、今回の協定書の締結が必要にな

ったものでございます。本来であれば、県南広域水道企業団に加入して、企業団へ支払う受水費

でこの負担金を払っていく予定でございましたが、現在、県南広域水道企業団への加入が難しい

状況でございますので、今回、協定書を締結するものでございます。このため、あわせて平成

３１年度の予算も計上させていただいているところでございます。

それでは、小石原川ダムに係る水源地域対策費の負担に関する協定書の説明を別紙５ページで

させていただきたいと思います。

第１条でございます。水源地域対策費の対象とする負担金は、小石原川ダムの水道用水、１日

５万６,１６０立方メートルに係るものとして、その対象を、ここにあります（１）小石原川ダ

ム水源地域振興事業に係る負担金、それと（２）小石原川ダムに係る水没者への生活再建支援金

とするものでございます。

第２条でございますが、うきは市と県南広域水道企業団との負担割合についてでございますが、

これまで御説明申し上げてきた数字でございますが、うきは市の負担割合は配分水量に応じた

１０.２２％でございます。

第３条、水源地域対策費の支払いについて定めたものでございます。県南広域水道企業団が、

うきは市分も含めてお支払いいただいています。うきは市は、配分水量に応じて県南広域水道企

業団に支払うものでございます。支払い時期については、甲乙で協議するとしているものでござ

います。
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第４条、負担金の精算についてでございます。第１条の（１）の小石原川ダム水源地域振興事

業につきましては、平成３３年度中に完了する予定でございます。事業費が確定した時点で、必

要があれば精算をすることを定めたもので、事業費が当初の基本協定より減額になった場合に対

応するために定めたものでございます。

それから、第５条でございますが、企業団加入時の取り扱いについてでございます。将来、う

きは市が福岡県南広域水道企業団に加入した場合、それまでうきは市が単独で負担していた分を

どのように精算するかを甲乙で協議することを定めたものでございます。昨年の６月議会に承認

いただきました漁業補償費の負担に関する協定書と同じ文言となっているところでございます。

それから、第６条でございますが、疑義の解決方法として両者で協議していくことを定めたも

のでございます。

以上、提案申し上げます。

説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。５番、竹永議員。

○議員（５番 竹永 茂美君） お尋ねいたします。

今、説明のありました４ページ、５ページ、６ページにつきましては、金額が述べられており

ませんが、トータル幾らになるのか教えていただきたいと思います。

瀧内水資源対策室長。

○水資源対策室長（瀧内 英敏君） ２つの負担金、支援金合わせまして７,７３５万４,０００円

でございます。

ほかに質問。１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） ちょっと今、気づいたんですけど、今、瀧内室長のほうからの

説明で、前の漁業補償と全く同じ協定内容の条文、規定もそのとおりでございます。それで、ち

ょっと読んでおりましてひっかかったのは、第４条、負担金の精算。これを読みますと、第４条、

第１条第１号の対象となる事業が完了したときは、必要に応じて精算を行うものとすると、そう

いうことですけども、この記述の規定に主語がないんですよね、主語が。甲乙は必要に応じて精

算するものとするという、これは協定の内容からすると、これでいいのかなという気がいたしま

すが、法制的な見解を市長のみならず、どなたかひとつ答弁をいただきたいと思うんですが。ち

ょっとどうかな、主体性がない。

瀧内水資源対策室長。

○水資源対策室長（瀧内 英敏君） 第４条の負担金の精算についてでございますが、この第１項

の水源地域振興事業につきましては、先ほども申し上げたとおり３３年度に完了しますので、そ

のときに精算をしたいと。基本的には、基本協定に基づいて負担金は支払うようになっているん
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ですが、精算した場合、もしかしたら減額になるかもしれないというようなことがあって、こう

いった文言で県南広域水道企業団と協議した結果、この文言でいきましょうということで整理を

したとこでございます。

１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） それは、そういうことでしょう。ただ、私が申し上げるのは、

協定の、これを精算するこの主体は誰ですかというと、県南広域水道企業団とうきは市の甲乙で

しょう。だから、この協定の条文上、この主語がないから、誰と誰が精算するんですかというこ

とを書き込まんと、この協定書としては文言上、成立しないんじゃないかという指摘なんですよ。

ここだけが抜けてる。ほかは全部はっきりわかります。それを入れなおかしいんじゃないですか。

漁業補償のときには気づきませんでした。今、気づきましたから、ちょっと申し上げているので、

ちょっと協議をお願いします。

髙木市長。

○市長（髙木 典雄君） 御指摘の趣旨は、たしかこの第５条とか第６条については甲乙で協議と

いう文言が入って、この４条のみ入ってないんではないかという話ではないかと思います。この

違いは、甲乙というのは、うきは市と福岡県南広域水道企業団ということになります。実は、こ

の１条の第１号の対象となる事業が完了したときにということになっておりまして、この１条の

１号と２号の性格の違いをちょっと御説明をさせていただきたいと思います。

１号の水源地域整備計画関連の負担金につきましては、もともと水特法―水源地域対策特

別措置法に基づく水源地域対策事業でありまして、水源地域整備計画の関連地域内の集会所であ

ったり道路であったり施設整備、これに充てるものであります。これは、利水者だけが負担する

んではなくて。（発言する者あり）ええ。ちょっと御理解いただきたいのは、ユーザーのみだけ

が負担するんではなくて、福岡県とか佐賀県とか、あるいは利水者は私どもうきは市と県南広域

水道企業団でありますが、もろもろが負担することになっておりまして、大体総事業費７８億円

近い事業がかかるというふうになっています。これは、今まだ建設中ですから精算が伴うわけで

ありますが、この７８億円のうちに国庫補助金を除いた分とか、通常公共投資、個人負担をもら

うものについて大体２７億５,０００万円ほどがそういう類いのお金になるんですが、それを差

し引いて受益者で、利水者で全部分担するという構図になっております。

一方、第２号は、水没者への生活再建促進負担というのは、これは利水者のみで、まさに甲と

乙のみ、うきは市と県南広域水道企業団のみで負担するものが第２号であります。第１号は、福

岡県、佐賀県を巻き込んだ話でございますので、この協定でいきますと立会人の福岡県も交えて

協議、精算するものでありますので、こういう表現になっていることを御理解いただきたいと思

います。
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１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） そういう意味であれば、思いも出てきますが、結局これは精算

するのは福岡県もこの事業に係る全てがこの４条にかかわっての精算者という理解ということで

ございますと、甲乙のみならないということで明確に言えますね。（「はい」と呼ぶ者あり）な

ら、了解しました。

ほかに質疑ありませんか。１２番、伊藤議員。

○議員（１２番 伊藤 善康君） 第５条の企業団加入時の取り扱い、これには金額が示されてお

りませんが、甲乙で協議をするとありますが、大体、以前に払った分は全部返ってくるという理

解でよかですかね。

瀧内水資源対策室長。

○水資源対策室長（瀧内 英敏君） 今現在、県南広域水道企業団のほうに加入できる状態ではご

ざいませんので、加入してないからこういった協定書を締結するわけでございますが、支払い的

には受水費で負担しますよということで今までも説明していたかと思うんですが、最終的には配

分水量等で県南広域水道企業団との協議事項になるものというふうに認識をしているところでご

ざいます。

１２番、伊藤議員。

○議員（１２番 伊藤 善康君） あとは、もう配分水量でいくのはわかりますが、それまでに払

うたのは、そのときもう精算していくということじゃろ。それから、こう差し引いたり、いろい

ろしていくということですか。

ごめんなさい。これ、総務産業に付託事項です。

○議員（１２番 伊藤 善康君） なら、そこで聞こう。

瀧内水資源対策室長。

○水資源対策室長（瀧内 英敏君） 加入した時点で協議をしていくということになるというふう

に認識をしております。話し合いをしないと、そこいらは、はっきり今のところ申し上げられな

いんですが。はっきりというか。

ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第１７号辺地に係る総合整備計画の変更についてを議題とします。

説明を求めます。うきはブランド推進課長。

○うきはブランド推進課長（樋口 一郎君） うきはブランド推進課、樋口でございます。

議案書の７ページをお開きください。
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議案第１７号辺地に係る総合整備計画の変更について。

辺地に係る公共的施設の総合的かつ計画的な整備を促進するため「辺地総合整備計画」を変更

したいので、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和

３７年法律第８８号）第３条第１項の規定により議会の議決を求める。平成３１年３月１日提出。

うきは市長髙木典雄。

事前にお配りをしております辺地総合整備計画書のほうをごらんください。

変更理由といたしましては、辺地債を活用し事業を行う場合には、この辺地総合整備計画書に

事業が上がっていることが条件のため、２つの工事につきまして、この総合整備計画書を修正し

まして追記させていただくものでございます。

１つは、その計画書を１枚めくっていただきまして、妹川辺地というのが右側に書かれている

部分をごらんください。この下の表の３段目になります、元有地区簡易給水施設整備工事を、こ

れを昨年度に続き掲載をさせていただいております。理由としましては、平成３０年にこの地区

で給水管の整備工事を行いましたが、水が出なかったため辺地債の対象事業となりませんでした

ので、再度、平成３１年度に元有地区簡易給水施設整備工事を行うものとなっております。

もう一つが、次の次のページということで、右上に小塩辺地というものが書かれているところ

をあけていただければと思います。この表の一番下、林道前迫栗木野線の新規開設を追加させて

いただいております。なお、今回、変更となっております事業につきましては、両方とも平成

３１年度当初予算に計上を行っております。

説明は以上でございます。

説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第１８号うきは市道路線の変更についてから議案第１９号うきは市道路線の廃止に

ついてまでは関連がありますので、一括して議題とします。

説明を求めます。住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） 住環境建設課でございます。

議案書８ページ並びに９ページでございます。

議案第１８号うきは市道路線の変更について。

道路法第１０条第３項の規定により、次のうきは市道路線の変更について、議会の議決を求め

る。平成３１年３月１日提出。うきは市長髙木典雄。

続きまして、次ページでございます。
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議案第１９号うきは市道路線の廃止について。

道路法第１０条第３項の規定により、次のうきは市道路線の廃止について、議会の議決を求め

る。平成３１年３月１日提出。うきは市長髙木典雄。

お手元に、別冊で市道の変更・認定資料のほうを配付させていただいております。こちらのほ

うで説明をさせていただきます。

今回、市道路線の廃止及び認定につきましては、吉井町の新治団地跡地の余剰地の市道の整備

になるところでございます。Ａ３版の広いほうでございますけれども、今回３路線の廃止、認定

をお願いするものでございます。図面中で真ん中でございますが、①で路線の廃止、赤い表示で

破線で表示をしておりますが、その他市道空町第２線でございます。こちらにつきましては、延

長２７.１メートル。今回、余剰地を売却するに当たりまして、もともとありました市道を廃止

いたしまして余剰地売却に当たるというところでございます。

それから、②でございます。こちらにつきましては、その他市道の空町第３線でございます。

こちらにつきましては、もともと市営住宅の外周道路を結ぶような市道でございました。今回、

延長７７.１メートルに対しまして、終点側、黒い破線から赤い実線で表示をしておりますが、

起点の変更を行いまして路線の延長を短くするものでございます。新しい道路といたしまして、

２４.５メートル。今回、５３.２メートルを変更として議会に提出するものでございます。

それから、③でございますが、こちらにつきましては、同じく新治団地の跡地でございます。

その他市道の今町第２線になるところでございます。こちらにつきましては、黒い実線で表記を

しております起点側、それから終点側、そして赤い実線で示しております終点側、こちらにつき

ましては、当初の道路７６.７メートルに対しまして終点分の変更、赤い部分を追加することに

よります延長の変更でございます。新しい道路延長１０７.７メートル、３１メートルの追加路

線で、今回、議案提出をするものでございます。

説明は以上です。

説明が終わりました。

質疑を行いますが、質疑は議案番号を述べて行ってください。質疑はありませんか。１３番、

江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） ちょっと確認をさせてください。資料を見させていただきまし

たが、今回、市の新治団地が建ちまして、あと余剰地の一角が２つの、１件だけが売却できまし

たですね。この図面は、あと残っている余剰地ということでの区域内ということでよかったです

かね。私も前、会議でちょっと話は、資料も今持ちませんもんですから、ちょっとその辺を。

それと、新治団地はこの、どこになるとですかね。ちょっと私は、この表が入り込んどるから、

新治団地の新しい団地がどこに位置して、この場面なのかというのが。大体その辺ということは
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大方わかるんですけど、ちょっとわかりやすく説明いただけませんか。

中野企画財政課長。

○企画財政課長（中野昭一郎君） 私のほうから説明させていただきます。

まず、現在の新治団地の場所なんですけども、①、②、③という表記がありますけど、それの

道路を挟んで、この地図でいくと右側に住宅が並んでいますけど、ここに新しい住宅が建ってお

ります。①、②の路線に関する部分を１区画、それから③の路線に関する分で１区画ということ

で、２区画に分けて売却のほうを進めてまいりまして、現在、③の部分の区画についてのみ売却

が終わっておるという状況でございます。

１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） わかりました。なら、この①、②がまだ売れてない土地という

ことでよろしいですね。（「はい」と呼ぶ者あり）

それから、この図面は新しい新治団地の図面じゃないんですね。前の図面ですね。だからわか

りにくいんですね。

以上です。

中野企画財政課長。

○企画財政課長（中野昭一郎君） わかりづらくて申しわけないんですけども、前の図面でないと

路線のほうが表記が出てまいりませんので、こういう形になっております。

ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで議案第１８号から第１９号までの質疑を終

わります。

次に、議案第２２号うきは市長岩公園交流促進センターの指定管理者の指定についてを議題と

します。

説明を求めます。うきはブランド推進課長。

○うきはブランド推進課長（樋口 一郎君） それでは、議案書の１４ページのほうをお開きくだ

さい。

議案第２２号うきは市長岩公園交流促進センターの指定管理者の指定について。

下記のとおり地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２の規定による指定管理者

の指定を行うことについて、同条第６項の規定により、議会の議決を求める。平成３１年３月

１日提出。うきは市長髙木典雄。

１、指定管理者に管理を行わせる施設、うきは市長岩公園交流促進センター。

２、指定管理者に指定する者、うきは市吉井町１３６６番地１、特定非営利活動法人うきはの
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あん。

３、指定する期間、平成３１年４月１日から平成３４年３月３１日までです。

以上でございます。

説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。１０番、佐藤議員。

○議員（１０番 佐藤 湛陽君） この指定管理者に管理を行わせる施設ということで、私、昨年

度いろんなことでいろいろ質問しましたけど、選定基準はどういうふうな基準になっているのか

と。また、これの事業計画書、それと以前した方の前任者はどうなっているのか。以上、３点に

ついて説明をお願いします。

樋口うきはブランド推進課長。

○うきはブランド推進課長（樋口 一郎君） まず、選定基準の御質問でございますけれども、選

定に当たりましては、事前に事業計画書を出していただきまして、そちらのほうですね、審査を

させていただくことになっております。業務の範囲でございますが、この交流センターの運営及

び管理業務に関すること、交流センター内のレストランの運営並びに管理業務に関すること、こ

ういう交流センターの利用に関すること、交流センターの利用に係る料金の収受等に関すること、

こういったことを勘案しまして、こういったものにふさわしい提案をいただいた方を選定させて

いただいております。

次に、事業計画につきましては、ちょっと口頭で御説明させていただきたいと思いますけれど

も、うきはのあんのほうから提案がございましたのは、山間部でも回遊性を高めるような、要は

観光客等を山間部の中で回遊させるような拠点づくりというものの提案がございました。運営の

柱としましては６つほどございまして、１つはウキティビティーという、要はアクティビティー

の拠点にするというものでございます。２つ目が、アウトドアアイテムを販売したりするような、

そういう販売のお店をすると。３つ目が、そういうカフェ、地元の農家さんやお店とコラボした

カフェメニューを提供する。４つ目が、周辺の飲食店や市内のショップを集めたマルシェを開催

する。５つ目が、映画祭や音響・照明と自然を活用したイベントを企画すると。６つ目が、域外

の企業さんを呼んできて、研修場所としての活用を促進したいと。大まかに、その６点でござい

ました。

以前に入居されていた方、３つ目の御質問につきましては、一応この指定管理を行う際に情報

提供を行っておりますが、指定管理のほうには手を挙げられなかったということまで承知してお

ります。そこまでしか承知しておりません。

以上です。

１０番、佐藤議員。
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○議員（１０番 佐藤 湛陽君） 今、口頭で説明がありましたけど、後でもいいから、一応、今

の言うたことの報告書をお願いしたいと思います。

樋口うきはブランド推進課長。

○うきはブランド推進課長（樋口 一郎君） 後で、うきはブランド推進課のほうにお越しいただ

ければ、御説明差し上げたいと思います。

１０番、佐藤議員。

○議員（１０番 佐藤 湛陽君） 私たちが行かんでも、持ってきてくださいということを言って

おるとですよ。

樋口うきはブランド推進課長。

○うきはブランド推進課長（樋口 一郎君） ちょっと分量的に大変量が多うございますので、閲

覧ということで対応させていただきたいと思っています。

１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） ちょっと関連も含みますけど、とにかく閲覧に供するというよ

うな話でございましたが、前回もそうですね、幾つかの指定管理ありましたけども、一連の資料

を提出いただきました。これは文教の関係でありましたけどですね、うちの委員会の関係であり

ましたから、その経過について全て出していただきました。そういう質問だろうというふうに思

うんですが。

というのが、ここに決まったのは、うきはのあんというＮＰＯというふうに思います。先般の

政経懇話会で、いいお話を、計画を聞かせていただきました。これが、所管は総務産業委員会の

所管になると思うんですけど、この事業展開の内容は、文教に、教育面に非常にかかわっている

大きな、うきはとして望ましい事業体の１つでありますから、その辺も関係がありますから、こ

の資料については、私たちも共有したいということで。別に何もかも出せということじゃなくて、

事業の概要がわかるようなですね。それから、その辺の費用の問題等々も含めて、可能な限り文

教の委員にも提出、御恵与いただきたいということだろうと思います。私も同感でありますから、

お願いしたいと思います。

以上です。

中野企画財政課長。

○企画財政課長（中野昭一郎君） おっしゃることはよくわかるんですが、プロポーザルで審査を

する場合と幾つかの事業者から手が挙がりまして、事業計画ということでパワーポイント等で説

明をされますので、結構カラーで分厚い資料になってまいります。そういった資料を全て議員の

皆様方に個別に資料としてお渡しするべきなのか、それとも先ほど閲覧にというのは、議会のほ

うにお持ちをさせていただいた上で、議員の皆さんに見ていただけるような形をとれたらいいの
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かなというふうに思っているところです。一旦、よかったらそれで見ていただいて、その後どう

してもそういった資料が個別に必要だということであれば、また改めて御提案なりをさせていた

だいて対応を検討させていただければと思っておるところです。

一、二枚ぐらいにまとめられたような資料は出されないの、概要といっ

たの。どういったことをするという、概要だけでいいでしょう。

１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） 立場上、わかります。この間、政経懇話会で市長も市長公室長

も出ておられましたが、あのときのじゃないということはわかるんですよ。あくまでも指定管理

を受ける関係資料になりますからですね。パワーポイントであそこはやりましたけど、パワーポ

イントの資料を政経懇話会で私たちはいただいておりますが、それじゃないと思いますけど。あ

とは費用の関係とか、事業の展開あたりの一覧表ぐらいのところは出せないということなんです

か。パワーポイントも、これだけプレゼンテーションの関係を全てじゃなくして、うきはのあん

に属する、これはもう事実上、これ可決すれば、もう、うきはのあんということで指定管理決定

するんでしょうから、そのうきはのあんにかかわる事業計画なり重立った事業展開なり、それを

いただければいいと思うんですが。そんなに難しい話なんでしょうか。

中野企画財政課長。

○企画財政課長（中野昭一郎君） そうしましたら、こちらのほうで必要な部分と思われる部分を

判断した上で御提出をさせていただいて、また不足があるようであれば御意見をいただければと

思います。

ほかに質疑ありませんか。５番、竹永議員。

○議員（５番 竹永 茂美君） ここで議決するには、何ら資料がないのにお願いしますと言われ

て、はいと言うわけにはいかないと思いますので、今言われた幾つかの選考基準、それから事業

計画、それから指定管理料、その分についてやはり資料を出していただいた後、採決をするとい

うわけにはいかないのでしょうか。

いやいや、付託事項よ。

○議員（５番 竹永 茂美君） わかりました。済みませんでした。じゃあ、付託をしていただき

たいと思います。

出すそうでございます。

ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第２３号うきは市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の制定についてを議
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題とします。議案の朗読は省略します。

説明を求めます。総務課長。

○総務課長（田篭 正規君） 総務課の田篭でございます。よろしくお願いします。

議案書１５ページでございます。

議案第２３号うきは市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の制定についてでございま

す。議案の朗読は省略いたします。

次のページ、１６ページをお開き願いたいと思います。

うきは市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の制定につきまして、提案理由を御説明

申し上げます。

この条例は、平成１６年８月１日施行されました改正地方公務員法において、全ての地方公共

団体が人事行政の公平性及び透明性を確保するため、職員の任用、給与及び勤務条件等に関する

事項を公表しなければならない旨、法律上、義務づけられましたことから、具体的な公表の時期

や内容、方法等について定めようとするものでございます。

本市では、これまでも職員給与、定員管理等の状況や人事評価の活用状況を公表してきたとこ

ろではございますが、今回の条例制定により、新たに職員の勤務時間、その他の勤務条件や分限

及び懲戒処分の状況、服務及び職員研修等の状況のほか、職員の福祉及び利益の保護の状況等に

ついても、市広報やインターネット等を利用して公表しようとするものでございます。

条例の内容について説明をさせていただきます。

本条例につきましては、全８条をもって構成されており、第１条の趣旨では、地方公務員法第

５８条の２の規定に基づき、人事行政の運営等の状況の公表に関し必要な事項を定めることとし、

第２条は、各任命権者が毎年９月末日までに、市長に対し、前年度における人事行政の運営状況

を報告しなければならないことを定めております。

第３条では、任命権者が報告しなければならない事項として、職員の任免及び職員数の状況な

ど１１項目を定めております。

第４条は、公平委員会が、毎年９月末日までに、前年度の業務の状況を報告しなければならな

いこととし、第５条では、勤務条件に関する措置の要求の状況など、公平委員会が報告しなけれ

ばならない２項目を定めております。

１７ページの第６条でございます。第６条では公表の時期を、第７条では公表の方法を、最後

に第８条は市長への委任について定めております。

なお、附則については、本条例は、公布の日から施行するものでございます。

なお、本条例の制定に当たりましては、制定の根拠となる地方公務員法が改正されました平成

１６年８月１日以降の早い時期に行うべきでございましたが、条例制定を今までしてこなかった
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ことについては大変反省をしているところでございます。今後、このようなことがないよう努め

てまいります。

提案理由の説明は以上でございます。よろしくお願いします。

説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） 別の会議で指摘はいたしておりました。それで、１４年間にわ

たって法の委任を、もう実態上はずっと続けておったということで実質は問題ないんですけど、

これ何で気づいたかだけを教えてください。

以上です。

田篭総務課長。

○総務課長（田篭 正規君） 代表監査委員の指摘をいただきまして気づいたような状況でござい

ました。

以上でございます。

ほかに質疑ありませんか。５番、竹永議員。

○議員（５番 竹永 茂美君） お尋ねいたします。

これは、うきは市人事行政ということで、内容は市の職員のことが書いてありますが、これは、

うきは市に勤める教職員は対象となるのでしょうか。

田篭総務課長。

○総務課長（田篭 正規君） 学校の先生を言われているのかと思いますけど、県職となりますの

で、この条例の対象にはなりません。

以上でございます。

ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第２４号うきは６次産業化研究開発・事業化支援センターの設置及び管理に関する

条例の制定についてを議題とします。議案の朗読は省略します。

説明を求めます。農林振興課長。

○農林振興課長（松尾 正和君） 農林振興課の松尾でございます。

議案書、１８ページをお開きください。

議案第２４号うきは６次産業化研究開発・事業化支援センターの設置及び管理に関する条例の

制定について。

次のページ、１９ページ以降、条例案について掲載をしております。
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昨日の一般質問にも出ましたが、今回、新たに整備します、うきは６次産業化研究開発・事業

化支援センターの管理及び利用に当たっての留意事項等について定めるものでございます。この

センターにつきましては、昨日の答弁にもありましたように、農産物ほか地域資源及び未利用農

産物を有効活用して付加価値を高め、うきはブランド化の推進、農業・商工業者等の所得の増大、

そして地域産業の振興に寄与するために整備するものでございます。

第３条以降、利用関係についての掲載をさせていただいております。

それから２０ページ、第１０条におきまして、原状回復義務ということで、施設が食品を扱う

ものでございますので、食品衛生をきちんとしなければなりません。利用に当たっての原状回復

を確実にしていただくということで出していただいております。

それから２１ページ、この施設の運営に際しましては、指定管理者を置くことができるという

ふうに定めております。指定管理者が行う業務につきましては、６次化センターの管理及び運営

に関すること、それから６次化センターにおける加工機器等の操作指導に関すること、それから

３点目に６次化センターの利用後の室内及び機器に関する清掃点検に関すること、その他としま

して市長が定める業務に関することというふうにうたっておるところでございます。

それから、利用料につきましては、建築工事費、それから機器購入費の減価償却費を基礎に、

利用時間数、１時間当たりの利用料を算出してきたところでございます。その額を市外者使用料

としまして、市内利用者につきましては、掲載のとおり低額の計画でございます。事前に、佐賀

県鹿島市の海道しるべという施設を視察に行きまして、そこの関係についてもいろいろ調査をし

ましたところ、市内利用者については１００円から２００円の間で設定をされておりまして、や

っぱり高くて利用がしにくいよりも安くて多くの方に利用される施設を目指そうということで、

市内利用者については低額で設定をしておるところでございます。半日程度の利用として、冷暖

房と合わせれば８００円から１,０００円ぐらいの金額になるというふうに考えております。将

来的に品物が―加工品等できまして、それが間接的に地域の産業の振興につながっていけば

という思いでございます。

それから、２３ページの備考のところに、原状回復する時間が少し長目にかかるんじゃないか

ということで、その部分については、使用料については除かせていただくようなところで設定を

させていただいておるものでございます。

また、延長した場合については、１時間当たりの金額を加算していくということで予定をして

おります。

以上でございます。

説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。３番、佐藤議員。
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○議員（３番 佐藤 裕宣君） きのうですね、この６次化センターについて一般質問をさせてい

ただきました。ちょっと曖昧なとこもあるので、またこの場で質問をさせていただきます。

まず、第１条の「地域産業の振興を図るため、農業団体等と連携して」とあります。私が、農

業団体として頭に浮かぶのは、やはりＪＡにじでございます。ＪＡにじのほうに連携を持ちかけ

たら断られたという話も聞いておりますが、その情報が誤ったものであれば、この場で否定をし

てください。そうでなければ、なぜ断られたのかということをお尋ねいたします。

それから、この第２条、位置についてでございますが、ここは放課後デイサービス、うぃずあ

っぷるに以前売却した土地を、そこに建てるということでございますが、どうしてよその敷地に

建てるのかという疑問がございます。その点と、あと、よその敷地を借りるのであれば借地料が

発生すると思います。借地料は幾らなのか、あわせてお尋ねをいたします。

松尾農林振興課長。

○農林振興課長（松尾 正和君） 今、御質問の１点目、農業団体等と連携してということでござ

います。ＪＡにじにつきましては、これ当初からずっといろいろ協議をさせていただいておりま

す。協議の中で、農協としても農家の所得増大のために、加工品を研究したり加工品をつくるこ

とについては重要だという認識でいらっしゃいます。それで、かかわらないとかじゃなくて、こ

の施設については連携をしていくということでございまして、当初、運営の中での話として、農

協としては収入を目的とする事業でないと、なかなか理解が得られないということで、運営につ

いてはなかなか困難であるというふうな、運営の主体としてですね、なるのはなかなか困難であ

るというふうな御意向がございます。

ただ、事業そのものについては、例えば原材料の供給であったり、各農協が組織されておりま

す各部会とかの利用とか、それから販売についても直売所等持っていらっしゃいますので、そう

いったところの―試験販売を含めた品物の提供とか、そういったものについては農協のほう

も御協力いただけるというふうに考えております。

それから、売却先ということで、一応予定地をアリーナ東側のアップルキッズというところに

設定をしております。地理的な条件としては、中心地になるというふうなことがあって、バイパ

ス等も近いので利便性が高いんじゃないかというふうなことが１点と、当初予定しておりました

ところでは、下水道の接続が２００メートルぐらい、それも高低差のついた中ですると費用的に

も相当かかるというのが１つの判断材料でございます。現在地は、もう目の前に下水道が通って

おりますので、もう接続費としては安価で済むというふうなことも検討材料にさせていただきま

した。

それから、借地料の関係につきましては、あそこがエフコープ本体からアップルキッズが月額

８万円でお借りをされているそうです。あそこの全体面積が約４反ほどあるんですけども、今回
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の施設の専有面積が約６００平米ぐらいということで、全体の１５％程度になるわけですけども、

この借料の算定に当たってエフコープのほうと協議する中で、８万円の１０分の１程度でどうだ

ろうかということで、月額８,０００円という金額に、６００平米全部で８,０００円というふう

な借地料の設定をさせていただいております。

３番、佐藤議員。

○議員（３番 佐藤 裕宣君） 農協との連携についてはわかりました。ぜひ、農協としっかりし

た連携を組んでやっていただきたいというふうに思います。

それから、月額の８,０００円というのは、ちょっとえらい安いような気がするんですが。こ

れ、アップルさんのほうも営利企業なんで、何かの見返りがあるんじゃないかとか、そういうふ

うな思いがあるんですけども、何かそういうのはないわけですね。

それから、済みません、第１１条の、これ「施設又は設備・機器を損壊し、又は滅失したとき

は、それによって生じた損害を賠償しなければならない」とありますね。それから、「ただし、

やむを得ない事情があると市長が認めたときは、これを減額し、又は免除する」と。このやむを

得ない事情というのは、具体的にどういったことを想定しているのかという質問と、それから第

１６条の指定管理者。市長の施政方針の中に中村学園のことが出てきますが、この指定管理者は

中村学園と捉えていいのか、それとも、そうでなければ中村学園はどういった役割を担うのか、

そういったとこをちょっと教えていただきたいと思います。

松尾農林振興課長。

○農林振興課長（松尾 正和君） 借料の８,０００円につきましては、こちら側がそれにしてく

れということでもないし、見返りとかを求められているわけでもないというふうに理解をしてお

ります。

ただ、エフコープについては物流もやられておりますので、将来的に品物ができて、トマトの

栽培も上古賀でやられておりますから、物流も毎日のように行っておりますから、そういった中

で加工品ができ上がって、物流のほうに乗せて、こちら側からも乗せていただくようなことも出

てくるかもしれませんので、そこら辺はお互い、いい効果が出てくるようになるように進めてい

きたいというふうに思っております。

それから、損害賠償のことでございますけども、機器を利用するに当たって、事前に準備期間

から含めて操作のやり方については説明会等をやって、例えばこの機械にどのぐらいのものが使

える、例えば大きさとかですね、いうふうなものもあろうかと思います。そこら辺を詳しく説明

しながら、過剰な負荷がかからないようにはしていただきたいと思いますけども、通常は使いよ

って、通常の利用で正規のとおり使いよって、もし故障したときについては、そこら辺はやむを

得ないような判断になるんじゃないかというふうに考えております。
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それから、中村学園の関係については、指定管理者に手を挙げてくることはないと思いますけ

ども、食品のいろんな科学的な分析とか、それから加工品づくりについてのノウハウも持ってい

らっしゃる学校でございます。そういう面については、例えば加工品のアドバイザー的なことと

か、それから品質管理室での操作指導とか、やり方とか、そういったものを中村学園のほうの御

教示をいただいて、そして例えば１つの商品でもきちっとした品質表示ができるような形で御協

力をいただこうというふうな現在の考えでございます。

以上です。

３番、佐藤議員。

○議員（３番 佐藤 裕宣君） わかりました。

誤解しないでいただきたいのは、きのうから私、あれこれ、この問題に質問しておりますけど、

決してけちをつけるわけではなくて、ぜひこれは成功していただきたいと、うきは市の農家の

方々のためにも成功していただきたいという思いで質問をさせてもらっていることだけ御理解い

ただきたいと思います。

以上です。

ほかに質疑ありませんか。１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） 大変期待する事業でございますが、内容について、今、佐藤議

員からもあります。総務産業のほうも、しっかりこれは御議論いただくだろうと思いますが、一

応、文教でありますので、関心がありますので、幾つかお尋ねをさせていただきたいと思います。

さっき、土地の話がありました。ちょっと関連で、結果としてＪＡの選果場の場所がだめにな

って、ここになってしまったという位置関係も非常に残念な思いがするんですが、ＪＡと一体、

きのうからも質問をかなり現実的にやられて、内容もよく勉強しているなと思ったんですが。例

えば、この話とはちょっと大きく離れますが、いわゆる筑後川温泉の老人ホームちかぜも、一番

古川の、あの中から一番西の夕日が見えるちかぜを売却をしましたですね。今、大石の皆さん、

なぜあそこを市が売ったのかという話が、かわまちづくりの議論をするたびに話が盛り上がって

きます。これと類するような話までいかないにしても、そんな感じで家賃まで払ってという話に

究極なってしまったのは、ちょっと残念な気がしますけど、それをどうこうということではござ

いません。

それでお聞きしたいのは、まず、今この施設、建物を建設中です。間違いなく、まずは間に合

うのかどうかというのを確認させていただきたいというふうに思います。

それから、今から指定管理に、条文がここに規定されておりますが、指定管理は今からの話だ

というふうに思いますし、まだ新年度予算に上がっているわけでもないように、まだぱらっとし

か見ていませんから。どういう業態なり、指定管理、今、中村学園は取らないでしょうがという
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課長のあれもありましたけど、恐らくならんだろうと思いますが、どういう業態の方に指定管理

をお願いしたいという想定をしているのか、まずそのあたりからお尋ねをさせていただきます。

まずは２点、お願いします。

松尾農林振興課長。

○農林振興課長（松尾 正和君） 工事の完了については、３月末で完了できるというふうに見込

んでおります。

それから、指定管理者、運営体の想定につきましては、やっぱり加工品づくりに、例えば実績

というか、実績があったり興味があったりする業者がやっぱりいいのではないかと思いますし、

できれば一定の販売網を持っていらっしゃるような事業体とかが来ていただければ、もっと有効

な方策が考えられるのではないかというふうに思っておりますので、そこら辺は想定というか、

実際まだこちらのほうには、今からですので来ていませんので、そういった点を仕様書の中にも

うたい込みながら、できるだけでき上がったものも含めて販売が広く、そして有効にできるよう

な業者というものも考えていきたいというふうに思っております。

１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） そのような業者は当然、想定をしますけども、しかるべきいい

業者のほうに管理を受けていただければというふうに思うところであります。

それで、この６次産業センターの本質の問題です。今、うきは市内の観光という産業を見た場

合に、一番わかりやすく、何回も言っていますが、例えば筑後川温泉のお土産売り場を全て裏返

してみますと、うきは市でつくったものは１つもありません。全部、小郡とか日田、朝倉、こう

いうものもやはりしっかりと目指さないと、これだけうきはというものをしっかり地方創生事業

も含めてやってきて、現実は何もまだ目に見えるものはないと。そのあたりも大きな急ぐべき、

この６次産業化と連携する事業だというふうに思うんですよ。そういうものをしっかり築いてい

くことは、これは、所管は松尾課長でしょうけど、これはもうブランドほか関係する事業ですか

ら、その辺はこの議案が松尾課長の所管であるというだけでありまして、これをどう成功させる

かということについては、これはうきは市が総じてやっていかないと事業は成功しないであろう

と思います。

加えて、今度新しく観光協会が解散をして外貨を稼ぐ法人になるということは、臨時総会で決

定をしております。これも大きく主体的にかかわっていく事業ですよね。そういう意味合いを持

ちますから、これは絶対成功せないかんという思いでやっているとこでございます。

それでもう一つは、三春工業団地に森永食研が進出いただいております。そのかかわりも、ぜ

ひ中村学園ともどもにお願いしたいし、これはもう大変な流通を持っていますから、その辺も当

然考えられていると思いますが、この６次産業の条例制定に当たって、もう事前の中でそういう
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ふうな中村学園なり森永食研なり、そういう水面下の話も含めてどういう対応をしてきたのかを

ここで教えていただきたいと思います。よろしくお願いします。

樋口うきはブランド推進課長。

○うきはブランド推進課長（樋口 一郎君） 議員おっしゃるとおり、この６次化センターにつき

ましては、副市長をヘッドとしまして、うきはブランド推進課、農林振興課ともに、条例の制定

にかけて、その後の販路拡大をどうやっていくかとか、そういったところも含めて協議をさせて

いただいておるところでございます。

その中で、御質問のありました中村学園との関係性につきましては、先ほど松尾課長より答弁

差し上げましたとおり、こちらの利用者にとって、いろんな各種の食品をつくってきた加工品の

分析とか、そういう味覚システムの利用とか品質管理のやり方とか、そういったところについて

いろんなところで御教示を仰ぎたい、そういう関係をつくっていきたいと思っておりますし、中

村学園の担当者とも定期的に協議をさせていただいておるところでございます。

また、森永食研でございますが、森永社長が時々うきはのほうにも参られますので、そのたび

にこの６次化センターの話は差し上げております。森永食研さんとしましても、自社でいろんな

加工機器を備えておりますので、そのあたりで何か連携ができればというお話をいただいており

ます。ただ、差し当たって、森永さんも自社の加工機器の立ち上げに関して、今、注力をしてい

る状況でございますので、こういった事業が進むときには森永食研のいろんな知見というのもか

りて進めていきたいというふうに考えております。

１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） ぜひ進めていただきたいし、また総務産業委員会のほうでも具

体的にぜひお願いをしたいと思っております。

最後に、３回目でありますので。こういうものについては、ぜひ広報紙あたりなりで広報もし

ていくと思うんですよね。だから単なる広報じゃなくて、やはり掘り起こす意味合いを持って、

市民はもとよりですけども、広くそういうものの活用を深めていくＰＲというのが大事だと思い

ますので、その辺をどう考えているのか、考えていくのか、最後にお尋ねをしたいと思います。

もう一つ、実は備品の資料もいただいております。それで、樋口課長にはちょっとお尋ねはし

とったんですが、私は農商工観光連携の推進事業で、怡土市長時代から、オリーブ、それからツ

バキ、今回から補助がなくなるということで、いろいろ市長にもお願いを個人的にした経緯もあ

りますが。例えば、私はオリーブじゃなくてツバキのほうを耕作放棄地にならないように、今、

生育を順調にして一定の収穫を得るようになりました。ただ、約１反つくっておりますが、こと

しやっと５０キロ近くのツバキの実がとれて、ツバキ部会を通して一応出荷をしました。ところ

が、収益は１万６,６００円程度です。ほんとスズメの涙です。今後どうしていくのかというこ
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ともあって広がらないのだろうと思うんですけど。ただ、このツバキ油の非常に高価なあれは味

わえます。現品をいただくようにしていますから。

そういうことで、オリーブ油はもう非常にブランド的に売れているという、前議員の藤田会長

からの個人的な話も、前、明確に聞いております。それで申し上げたいのは、この油の搾油の機

械ですね。そんなに大きな機械じゃなくても、オリーブの生産量、ツバキもその程度はやっぱり

ブランド志向の中でここに入れてほしい。確かに、そら専用でないと清掃が難しいという話は聞

きました。ここまでブランド的な植樹をさせてここまでやっぱり育ってきているのは事実なんで

すよね。７０業者ぐらいの方が、組合にオリーブもツバキも入っています。そのあたりは切り捨

てずに、生かしていって、より皆さんに農産物のブランド的なものの生産を、皆さんに、おお、

それはという、誘引させていくような事業展開も切り捨てずにお願いしたいと思いますが、その

考えはもうありますか。していただく方向で検討いただけますか、可能な方向で。それだけはち

ょっと聞きたいと思っておりましたので。以上、２点で終わらせていただきます。ＰＲと機材の

件。

以上でございます。

松尾農林振興課長。

○農林振興課長（松尾 正和君） まず、１点目の市民への周知関係については、利用を広く求め

ていくためにも確実にやっていきたいと考えておりますし、アプローチ期間も設けておりますの

で、その中で操作説明会とか、それから加工品の実際のデモとか、そういったものもやっていき

ながら利用者の確保に努めていきたいというふうに考えております。

それから、搾油機については、今回の当初の備品購入については入っておりません。今、議員

おっしゃるように、今、搾油については市外の加工業者のほうに御依頼をされている状況という

ふうに聞いております。なかなか加工室とかで清潔を保つ中で、いろんな端材といいますか、残

材が出てくることも心配をしておりますけども、御意見については、今後、検討させていただき

たいと思います。

ほかに質疑ありませんか。６番、岩淵議員。

○議員（６番 岩淵 和明君） ちょっと１点だけお尋ねします。

先ほど御説明の中で、第１９条ですかね、利用料金について御説明がありました。設備減価償

却をベースにして利用料金を設定していると伺いました。そこでお尋ねですけども、今回、設備

をされる際のそれぞれの機材の償却年数、総額と年数、それから、どのぐらいの利用点数という

か、利用回数というんですかね、見込んでいるのかを、わかるように御説明いただけたらありが

たいと思うんですけど。

松尾農林振興課長。
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○農林振興課長（松尾 正和君） 使用料の算定に当たりました根拠としまして、現段階の工事費

ということで算出をしております。施設整備費が８,６８３万２,０００円、耐用年数２４年で計

算をしております。それから、機具整備につきましては３,１８４万９,０００円、食品関係の耐

用年数１０年ということで算出根拠を出しております。それから、年間で、個人もグループもあ

ると思いますけども、１２０ぐらいのグループ数でたしか算定をしていたと思います。それで利

用計画といいますか、収支計画等も算出しております。

以上でございます。

ほかに質疑ありませんか。５番、竹永議員。

○議員（５番 竹永 茂美君） ２点、お尋ねいたします。

１点目は、この事業開始というのはいつごろを予定されているのか。施設については、先ほど

３月末には。（発言する者あり）失礼しました。それが７月ということになると、それだけの指

定管理も終わるというふうに考えていいのかということでお尋ねします。

それから２点目は、指定管理料は幾らということで、それは先ほど言いました２４年間もう上

がらないと考えてよろしいのでしょうか。

以上、２点です。

松尾農林振興課長。

○農林振興課長（松尾 正和君） 運営体が決定して開始するには、７月のめどとして考えており

ます。その前、３カ月間については、アプローチ期間ということで、不足するものを準備、それ

から先ほども申し上げましたような操作機器の説明会、それからデモ、実際につくってみて試し

てみるというようなことで、そういったスケジュールを考えておるところでございます。

管理料については、一応今回、債務負担行為も含めて御提案を予算書の中にもお示しさせてい

ただいておりますけども、将来的にどこまでその金額でいくのかについては、経済的な変動もい

ろいろあるかと思いますので、そこら辺は随時、状況を見ながら変化することはあろうかという

ふうに思っております。

５番、竹永議員。

○議員（５番 竹永 茂美君） 今回、この条例が制定されて、いろんな試行錯誤、機器の使い方

の説明会等はなされると思いますが、７月までにその指定管理をされる方の見通しがあるという

ふうな理解でよろしいのでしょうか。

松尾農林振興課長。

○農林振興課長（松尾 正和君） 運営主体については、公募によるプロポーザルをお願いしなが

ら事業体の選定は進めていきたいというふうに思っております。現段階でどうこうというのは把

握をしておりません。
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以上です。

ほかに質疑ありませんか。１０番、佐藤議員。

○議員（１０番 佐藤 湛陽君） 市長に伺いたいんですが、業者の選定はどういうふうな考え方

を持っているのか。それと、この１７条の（４）で、その他市長が定める業務に関することとい

う、何を想定しているのかなというふうなことを思っているのか。その２点。

髙木市長。

○市長（髙木 典雄君） 副市長に答弁をさせます。

今村副市長。

○副市長（今村 一朗君） 業者というのは指定管理者のことですか。

指定管理者につきましては公募で行いますので、全国公募になりますので、どこから上がって

くるか、ちょっと今のところは、予定はしておりませんけれども、幾つかこういった事業をやっ

ているということを聞いてお尋ねになってきているところはございます。ただ、そこが実際に公

募されてくるかどうかわかりませんので、今のところ、先ほど農林振興課長が申し上げましたよ

うに未定でございます。

それから、第１７条の４のその他市長が定める業務といいますのは、１番から３番まで一応明

記してございますけれども、基本的にその他というふうにこうやって決めるときには、（１）、

（２）、（３）に類するものということで、全く違うものを想定してというのは当然考えており

ません。この類するもので、ここに掲げてないものという解釈をしていただければと思います。

ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

ここで暫時休憩といたします。１０時４０分より再開します。

午前10時27分休憩

午前10時39分再開

議案質疑を再開します。

次に、議案第２５号うきは市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関す

る法律第９条第１項の規定に基づく準則を定める条例の制定についてを議題とします。議案の朗

読は省略します。

説明を求めます。うきはブランド推進課長。

○うきはブランド推進課長（樋口 一郎君） 議案書の２４ページをお開きください。

議案第２５号うきは市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律
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第９条第１項の規定に基づく準則を定める条例の制定について。議案の朗読は省略させていただ

きます。

２５ページをお開きください。

国の地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律に基づきまして、

昨今、工場立地法における緑地面積率等に関する特例措置というものが設けられました。うきは

市としましても、今後、企業のより一層の投資を図るということで、今般、整備をしております

久留米・うきは工業団地にこの緑地面積の特例を適用したいというふうに考えておりまして、こ

の条例を上程させていただいております。

現状の緑地面積について簡単に御説明をさせていただきます。現在、工場立地法に基づきまし

て、緑地面積、一定面積、敷地面積９,０００平米以上、建築面積３,０００平米以上を超える立

地企業におきましては、緑地面積が１００分の２０以上、環境施設面積、これ環境施設というと

なかなかわかりにくいと思うんですが、例えばグラウンドとか噴水とか、何というんですかね、

下がコンクリートで芝生が生えている駐車場とかあると思うんですが、そういったものを環境施

設と申します。こういう環境施設面積を含む緑地面積が１００分の２５となっております。つま

り２５％以上は、そういう面積を設けなさいよというのが工場立地法の基準、規制がございます。

今回の条例制定の狙いとしては、この緑地面積の規制を緩和することによりまして、今後うき

は市側に立地する企業にとって団地内の緑地面積１００分の２５というものを軽減することによ

って、その分こういった団地内に工場等の施設を増設、建設することが可能になりまして、今、

国が地域未来投資法という法律で求めております、より一層の生産性向上を含めて設備投資を喚

起するということによって、地方自治体によっても税収や雇用の面で利点が増すということが期

待されております。

具体的に条文を見ていただきたいんですが、２５ページの第３条、この条例を適用する区域と

いうものの中に、甲種区域、乙種区域というところがございます。この甲種というものが、住

宅・工業の用に供されているという区域でございます。乙種は、主として工業の用に供されてい

る区域ということでございます。

今般のうきは市の久留米・うきは工業団地の２区画につきまして、この近隣の久留米市等の自

治体の事例、状況を参考としまして、この甲種、住宅・工業の用に供されている区域というもの

にさせていただけないかという条例の改正でございます。これによりまして、従来の工場立地法

の規制に基づきましては、緑地面積を２５％確保しないといけないというものが環境面積も含め

て１５％以上ということになります。その分、立地する企業にとっては、設備投資が期待できる

というようなことでございます。

簡単でございますが、説明は以上でございます。
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説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） 趣旨は理解できました。確認だけさせてください。

第２条の定義で、１の重点促進区域、それから２号の甲種区域と３号の乙種区域。先ほどあり

ました、これ面積で９,０００平米以上、３,０００平米以上、ちょっとわかりやすく概要を、も

う一回わかりやすくお願いできますか。面積だけなのか、甲と乙のですね。

それから、先ほど説明がありました甲種区域でいくと、この緑化の面積が本来、法律では

１００分の２２が１００分の１０、１割でいいんですよと。そして環境施設の面積が、どうなん

ですかね、１００分の２５が１５以上に緩和されると。もう一回、ちょっとわかりやすく教えて

ください。

以上です。

樋口うきはブランド推進課長。

○うきはブランド推進課長（樋口 一郎君） 御質問の最初にありました甲種、乙種についてでご

ざいますが、先ほど申し上げました９,０００、３,０００の話は、現状の工場立地法に基づいて

２５％以上、環境施設を含む緑地面積が２５％以上にしないといけないものの基準でございます。

甲種、乙種につきましては、もう一度御説明しますが、甲種は住宅・工業の用に供されている

区域というふうに定義をされております。乙種は、主としては工業用の用に供されている区域と

いうことでございます。簡単に言いますと、甲の場合は、少し周辺に住宅があるような、ただ主

として工業用地みたいなイメージです。乙種としては、そういう、余り住宅が周りにもうほとん

どなくて、ほとんど工業団地地域みたいな、そういう地域でございますので、この条例の案の中

でも、乙種のほうが緑地の面積の緩和率が高いようなことになっております。ただ、久留米・う

きは工業用地につきまして、周辺の自治体等の現状を確認しましたら、住宅が全くないわけでも

ないので、これは甲というふうにさせていただきたいということでございます。

それと済みません、この第３条の甲種区域の表を見ながら御説明を差し上げますと、従来の工

場立地法でいきますと、この甲種区域の右側の緑地の面積の敷地面積に対する割合というのが、

従来の規制であれば２０というものを今回１０にすると。その右の環境施設の面積の敷地面積に

対する割合というものを２５という規制を１５以上というふうに下げると。

ちょっとこの条文がえらいわかりにくいんですが、環境施設の面積の敷地面積に対する割合と

いうものの中に環境施設と緑地面積というものが両方含まれているということでございます。

以上です。

ほかに質疑ありませんか。１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） 私は理解できましたが、わかりやすい資料がありましたら配付
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をお願いしたいと思います。

樋口うきはブランド推進課長。

○うきはブランド推進課長（樋口 一郎君） 国のほうで説明会等で配られている資料でございま

すが、後ほど配付させていただきたいと思います。

ほかに質疑ありませんか。１０番、佐藤議員。

○議員（１０番 佐藤 湛陽君） この分で、緑地という言葉が出るわけでございますが、この緑

地についての定義かな、そういうのはどういうものかということを知りたいわけですが。ただ、

緑地帯は草だけでいいのか、木ばっかり植えていいのか、何というのか、あるだろうと思うんで

す。緑地という言葉の定義を教えてください。

樋口うきはブランド推進課長。

○うきはブランド推進課長（樋口 一郎君） 緑地については、芝生であったり、先ほどおっしゃ

いました灌木というか、木が生えているでございましたり、何らかのそういう緑というか、そう

いったものであると把握しております。

ほかに質疑ありませんか。５番、竹永議員。

○議員（５番 竹永 茂美君） よくわかりませんので、簡単に考えれば、２５％以上の緑地の部

分を１５％ないし１０％に減らす条例というふうに捉えていいのでしょうか。せっかく、うきは

が自然豊かなというところで、２５％の緑地があったほうが企業としてのイメージも高まると思

うのですが、そのように理解してよろしいのでしょうか。

樋口うきはブランド推進課長。

○うきはブランド推進課長（樋口 一郎君） もう一度繰り返させていただきますが、現行の工場

立地法の規制では、環境施設と緑地面積というものを２５％つくりなさいという規制がございま

すが、それを今回条例を制定しまして、２５を環境施設と緑地を含めて１５に下げるというよう

なことでございます。環境の確保というものも非常に重要であるということは承知しております

が、今般、国がやはり生産性革命というものの中で、これだけ人材不足というものもございます

し、そういったものを勘案しまして、より一層、企業に設備投資を促すという趣旨の立法であり

まして、最低限の緑地面積は確保しながらも、より一層、企業の投資を喚起したいという、この

両方のせめぎ合いの中で、これぐらいの割合というふうなことで地方自治体のほうに示されてい

るものと理解しております。

５番、竹永議員。

○議員（５番 竹永 茂美君） ということは、仮に福岡県内の各自治体の判断によると思います

が、この２５％を１５％に賛成するとこもあれば、やはり自然豊かなところに企業を誘致したい

ということで、２５％を維持するところもあるというふうに考えてよろしいのでしょうか。
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樋口うきはブランド推進課長。

○うきはブランド推進課長（樋口 一郎君） ちょっとほかの自治体で、どのような具体的な緑地

面積の割合というものが、今、出されているかというものは承知しておりませんけれども、こう

いったことで、どこの自治体も議会に諮らせていただいているということだと思います。

ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第２９号うきは市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。議案の朗読は省略します。

説明を求めます。福祉事務所長。

○福祉事務所長（梶原 康宏君） 福祉事務所、梶原でございます。

議案書、３５ページをお願いいたします。

議案第２９号うきは市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例の制定についてでございます。

次のページ、３６ページをお願いいたします。新旧対照表は８ページでございます。

第１０条第３項第５号中「卒業した者」の次に「（当該学科又は当該課程を修めて同法の規定

による専門職大学の前期課程を修了した者を含む。）」を加えるということでございます。

放課後児童クラブの支援員になるためには、所定の研修を修了しなければなりません。支援員

になりますためのその研修を受ける前提条件を緩和するものでございます。学校教育法の規定に

よる大学におきまして、所定の学科を修めて卒業した者だけでなく、前期課程のみ修了した者も

研修を受けることが可能としたものでございます。

説明は以上でございます。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第３０号うきは市あらゆる差別の撤廃と人権擁護に関する条例の一部を改正する条

例の制定についてを議題とします。議案の朗読は省略します。

説明を求めます。人権・同和対策室長。

○人権・同和対策室長（松岡 美紀君） 人権・同和対策室、松岡でございます。よろしくお願い

いたします。

議案書の３７ページをお願いいたします。
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議案第３０号うきは市あらゆる差別の撤廃と人権擁護に関する条例の一部を改正する条例の制

定について。議案の朗読は省略させていただきます。

次のページをお願いいたします。そちらに改正条文を記載しております。あわせて、新旧対照

表は９ページをごらんください。

この改正は、平成２８年に施行されました人権に関する３つの法律であります部落差別の解消

の推進に関する法律、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律、本邦外出身者に対する

不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律にうたわれている地方公共団体の責務

等について、うきは市あらゆる差別の撤廃と人権擁護に関する条例に明記をするものでございま

す。今回、第５条に相談体制の充実、第６条に教育及び啓発の充実、第４条２項に実態調査など

の責務等をきちんと市の条例に明記し整理をすることで、部落差別を初め障害者、外国人への差

別等、あらゆる差別の解消と市民一人一人の人権が大切にされるまちづくりを、より一層推進し

ていくものでございます。

提案は以上でございます。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、伊藤議員。

○議員（１２番 伊藤 善康君） 全協のときも聞いたかもしれんばってん、あらゆるというとは

どういう差別が想定されるとですかね。なかなか、私、ここを理解し切らんばってん、あらゆる

とか。

松岡人権・同和対策室長。

○人権・同和対策室長（松岡 美紀君） あらゆる差別というものの想定ということでございます

が、現在、日本では１７の差別課題があるとされております。こちらの部分に書いております、

障害者に対する差別、本邦外出身者に対する差別、女性差別、ＬＧＢＴとか、そういう課題が

１７あるとされております。そういうものを想定しております。

１２番、伊藤議員。

○議員（１２番 伊藤 善康君） だったら、資料で出してくれんやろか。

松岡人権・同和対策室長。

○人権・同和対策室長（松岡 美紀君） はい、資料を御準備いたします。

ほかに質疑ありませんか。４番、野鶴議員。

○議員（４番 野鶴 修君） 済みません、１点だけ確認したいと思いまして。

第７条の部分ですけど、「市は、あらゆる差別の撤廃と」とあった前に、「市は、部落差別を

はじめ」という、あえてここに「部落差別をはじめ」ということを入れた、何かこれは上位の法

令の中でそういうふうになったものか、それとも何かそういった部落差別ということをまたここ
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でわざわざ入れたその背景なり、何か理由がありましたらお聞かせいただきたいと思います。

松岡人権・同和対策室長。

○人権・同和対策室長（松岡 美紀君） 同対審答申でも、部落差別を人権課題のまず第１に上げ

るということで上がっておりますし、うきは市の人権教育啓発基本計画におきましても、まず第

一に施策の１番目に上げているのが同和問題でございます。ですので、「部落問題をはじめ」と

いうような文言を入れさせていただきました。

ほかに。２番、組坂議員。

○議員（２番 組坂 公明君） １点、ちょっと条例とは関係ないんですけど、この部落差別、そ

れからあらゆる差別ということで、うきは市の実態が何かわかるとがあれば、そういった資料を

いただきたいと思います。研修はよく行ってるんですけど、実際に、うきは市であっている事例

やら余り聞いたことありませんから、そういった実態がわかるものがあれば資料としていただき

たいと思います。また、ありましたら、その対応をどうされているのか、市としてどうされてい

るのかというところまでいただければ、お願いしたいと思います。

松岡人権・同和対策室長。

○人権・同和対策室長（松岡 美紀君） 資料と対応について御用意させていただきたいと思いま

す。

ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第３４号うきは市手数料条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。

議案の朗読は省略します。

説明を求めます。企画財政課長。

○企画財政課長（中野昭一郎君） 議案書の６３ページをお願いいたします。

議案第３４号うきは市手数料条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。

次のページ、６４ページからが改正条文になっておりますが、本年１０月からの消費税増税に

伴いまして所要の改正を行うものでございます。新旧対照表のほうは、４１ページから４５ペー

ジになります。

ここで新旧対照表の訂正をお願いしたいと思います。４５ページ、左側の改正案の１項目めの

一般家庭ごみ類収集の部分でございます。「大ポリ袋」と記載をしている部分を「指定袋

（大）」にお願いしたいと思います。それから、「小ポリ袋」と記載をしている部分を「指定袋

（小）」に訂正をお願いしたいと思います。大変申しわけございませんが、よろしくお願いをい

たします。
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それでは、説明を続けさせていただきます。

地方公共団体が行います一定の事務に係る役務の提供につきましては、消費税法第６条の規定

により非課税ということになっております。具体的には、許可であるとか証明、公文書の交付手

数料などがこれに当たってまいります。したがいまして、課税対象となりますのが、し尿処理。

新旧対照表では４３ページの上から５項目めと４５ページの先ほど訂正をしていただきました一

般家庭ごみ類収集及びその下の廃タイヤ回収について改正を行うものになっております。そのう

ち、し尿処理と廃タイヤ回収の手数料につきましては、消費税増税分を転嫁するするものでござ

います。

なお、し尿処理手数料につきましては、収集をしたし尿をうきは久留米環境施設組合で処理を

している関係から、久留米市と単価を合わせているところでございまして、円単位で１０円未満

を切り捨て処理しない円単位までの金額で料金設定をさせていただいております。

それから、一般家庭ごみ類収集につきましては、うきは市環境審議会からのごみ袋の料金改定

の答申を受けまして、抜本的に料金の見直しを行いまして、大を３０円、小を２０円に改定をす

る内容になっております。

条例の施行日は、平成３１年１０月１日でございます。

以上で説明を終わります。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第３５号うきは市スポーツアイランド条例の一部を改正する条例の制定についてを

議題とします。議案の朗読は省略します。

説明を求めます。生涯学習課長。

○生涯学習課長（井上 理恵君） 生涯学習課の井上でございます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

議案書は、きょう別紙でお配りいたしました議案書の６６ページでございます。新旧対照表に

つきましては、４６ページをお願いいたします。

議案書につきましては、文言が漏れておりまして、大変申しわけありませんでした。また、新

旧対照表の４６ページにおきましても、多目的グラウンドの照明料、下線が引っ張っているとこ

ろが２カ所ございますけども、「１列当たり」と加入をお願いいたしたいと思います。

では、議案第３５号うきは市スポーツアイランド条例の一部を改正する条例の制定についてで

ございます。議案の朗読は省略させていただきます。
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内容につきましては、第１条につきましては、スポーツアイランドの多目的グラウンドに夜間

照明を設置いたしましたので、その照明料を設定するものでございます。照明料の算出根拠とい

たしましては、消費電力掛け電気料料金単価掛け照明のランプの個数で計算した１時間当たりの

消費電力に維持管理費を加えております。市民の皆様のニーズに合わせて広く利用していただく

ため、料金を２段階に分けて設定しております。１列当たりが３４０円、２列で全部点灯となり

まして６８０円と設定しております。市外料金につきましては、市内料金の１.５倍としており

ます。施行期日は平成３１年４月１日でございます。

第２条につきましては、消費税増税による改正でございます。施行期日は平成３１年１０月

１日としております。

説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。

説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第３６号うきは市吉井体育センター条例の一部を改正する条例の制定についてを議

題とします。議案の朗読は省略します。

説明を求めます。生涯学習課長。

○生涯学習課長（井上 理恵君） 議案書の６９ページをお願いいたします。

議案第３６号うきは市吉井体育センター条例の一部を改正する条例の制定でございます。朗読

は省略させていただきます。

内容につきましては、第１条につきまして、生涯学習センターの解体に伴いまして、吉井グラ

ウンドに夜間照明をつけておりますが、撤去するために照明料を削除するものでございます。現

在、吉井グラウンドの電気配線は生涯学習センターと接続しておりますが、生涯学習センターの

解体に伴いまして、現在建設中のるり色ふるさと館に接続することが必要となります。その接続

の変更には、配線の改修、また操作盤、動力盤の新規取りつけなどが必要となりまして、費用と

して３３０万円ほどかかる見込みとなっております。スポーツアイランドの夜間照明の設置をい

たしましたので、吉井グラウンドの照明の老朽化等も伴いまして、今回、生涯学習センターの解

体と同時に撤去するようにしておるものでございます。施行期日は平成３１年４月１日でござい

ます。

第２条につきましては、消費税増税による改正でございます。施行期日は平成３１年１０月

１日でございます。

説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。
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説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、伊藤議員。

○議員（１２番 伊藤 善康君） 建物は別として、グラウンドとか野外ですね、グラウンド、野

球場あたりは、料金設定は面積でしとうというわけですかね。

それと、このテニスコート見た場合に、どこか違うとったな。スポーツアイランドと、こっち

の吉井のほうは、何か料金が違いますが。一緒かな、５０円と２００円、違うとったと思うばっ

てん。その辺をお願いします。

井上生涯学習課長。

○生涯学習課長（井上 理恵君） まず、第１点の質問は、グラウンドと野球場ですか、グラウン

ドの平米当たりということでしょうか。吉井のグラウンドに設置しておりますものは水銀灯でご

ざいまして、それで設定したときの料金というのは、今ちょっと算出根拠としてはわかりません

けども、同じ料金として、スポーツアイランドのほうでは１列当たりで使っていただければ金額

的には同じになると思っております。（発言する者あり）はい。あっ、使用料ですね。済みませ

ん。グラウンドそのものの使用料。吉井グラウンドそのものの使用料ですね。は現行どおりとし

ておりますけども、その設定につきましては、平成２０年に一律で全体の体育施設の見直しを行

っておりまして、そのときにグラウンドの使用料として設定しているものでございます。

それから、テニスコートにつきましては、スポーツアイランドのテニスコートは芝も整備して

おりまして、使い勝手としてはとてもいいのではないかと思っております。吉井グラウンドにあ

りますテニスコートといたしましては、趣味、娯楽、それからちょっとした健康という形で使っ

ていただくという形で、施設そのものの整備のぐあいが違いますので、この設定料金とさせてい

ただいておるものでございます。

１２番、伊藤議員。

○議員（１２番 伊藤 善康君） 芝を張っとるのと張っておらんとの差が出とるということです

かね、テニスコートは。

それとグラウンドは、確かに私も関係しとったですかなと思うばってんか。これを見ると、ス

ポーツアイランド、ソフトボール、１時間４１０円。吉井の何ですか、これは吉井グラウンド、

これ２００円。それが面積で違うのかということをお聞きしております。野球場は確かに広いけ

んかなと思うばってん、その料金の基礎になる部分、算定はやっぱり面積ということですかね。

井上生涯学習課長。

○生涯学習課長（井上 理恵君） 面積というよりも、グラウンドとして使うという料金で同じに

させていただいているものと思っております。吉井のグラウンドの使用料金は２００円、それか

らスポーツアイランドの使用料金も、グラウンドは２００円でございます。
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１２番、伊藤議員。

○議員（１２番 伊藤 善康君） 確かに料金は必要かと思いますが、これ１時間当たりですよね、

全部。ということは、やっぱり野球、仮に試合するにしても、２時間とか３時間とかかかる場合

あります。物すごい料金になるとですね、これ。そいけん、もう１回貸したら、この料金じゃさ

れんとですか、この辺は。何かスポーツを推進するに当たり、やっぱり普通のグラウンドが、確

かに無料じゃ、後のあれもあろうばってんか、もうちょっと上げることばっかりじゃのうして、

下げることも考えられんですか。

中野企画財政課長。

○企画財政課長（中野昭一郎君） 議員が言われる意見もありますが、どちらかというと利用者負

担でもう少し料金を上げるべきではないかというような御意見もあるところです。私どもとして

は、極力、文化施設にしろ体育施設にしろ、市民の利用を今以上にふやしていきたいというふう

に思っていますので、基本的には料金は上げなくていいなら上げない分で継続していきたいとい

うふうに思っています。ただ、やっぱり一般的な、例えば先ほど御質問があったグラウンドと野

球場になってくると、野球場はやっぱり毎年、土を入れかえたり、それなりの費用もかかってま

いりますので、ある程度の料金設定は必要になるのではないかなというふうに思っていますし、

近隣と比較しても決して高い金額ではないと思います。そういうことも含めて、現状維持でお願

いをしたいというふうに思っております。

ほかに質疑ありませんか。２番、組坂議員。

○議員（２番 組坂 公明君） 今度、吉井の体育センターのほうは照明を切らすということで、

ちょっと教えていただきたいんですけど、夜間に使用されていたスポーツクラブというのは、ス

ポーツクラブと言っていいのか、利用者はどういった形態の人がおられるのか教えていただきた

いと思います。

井上生涯学習課長。

○生涯学習課長（井上 理恵君） 現在、吉井のグラウンドで使用していただいているところは、

体協の陸上部が週に３回、それからサッカーのチームで、一般のチームですけども週に２回、そ

れからもう１チームのサッカーのチームが週に１回利用していただいております。

２番、組坂議員。

○議員（２番 組坂 公明君） 多分に想定すると、スポーツアイランドのほうが照明をつけられ

たということで、グラウンドのほうにですね。そういった陸上、サッカーの、これ子供たちもい

るんですかね。が行くと思うんですけど、グラウンド利用が終わって消えたとき、あそこ駐車場

のとこあんまり、暗いんですよね。そういったところの防犯上の措置やらというのは、ちょっと

ここの条例とは離れますけど、利用する上で、中央公民館というか、吉井体育センターは民家に
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近いところであって、比較的人目のつくところなんですけど、アイランドになると子供たちが夜

間利用したときに、そういった防犯上の対策はどうなのかというのがちょっと考えられますので、

そういったところ何かお考えがあれば教えていただきたいと思います。

井上生涯学習課長。

○生涯学習課長（井上 理恵君） 先ほど言いました体協陸上部については、小学生の方に利用し

ていただいております。小学生ですので、夜間は必ず保護者の送迎ということになっております

ので、その分は心配はないと思っております。

２番、組坂議員。

○議員（２番 組坂 公明君） 犯罪性やらではなくて、そこで転んだとか負傷したやらという危

険性が、足元が真っ暗やったら発生するんじゃなかろうかと思ってですね。当然、保護者も、夜

間ですから付き添いはあろうと思っているんですけど、事故防止の観点でちょっと質問させても

らったところでございます。

井上生涯学習課長。

○生涯学習課長（井上 理恵君） スポーツアイランドとかには管理人さんがいらっしゃいますの

で、照明のつけたり消したりというのも、皆様が安全に帰られてから消すようにしておるもので

ございます。

ほかに質疑ありませんか。７番、鑓水議員。

○議員（７番 鑓水 英一君） ちょっとお伺いしますがね、この規定の日にちですけど、２月の

２１日かな、副市長から工事の延期が、５月３１日となっております。ただ、この間に足場を壊

して、この体育館に入れるような状況になるのかな。これ４月１日からということなんで。これ、

例えば５月３１日とか６月１日とかに変更されるのかな。実際、もう延期が決まったんでしょう。

そして、この１０月１日ですけど、これ解体は予定入ってますが、これもまだ工期わかんないで

しょう。この資料自体は、２月２１日前につくったと思うんですよね。その後に協議して考える

とかということはなかったんですかね。

井上生涯学習課長。

○生涯学習課長（井上 理恵君） 生涯学習センターの解体に伴いまして、こちらは一緒に撤去す

るものでございますので、るり色ふるさと館ができまして、その後に解体という運びになる予定

でございます。それで支障があるとは思っておりません。（発言する者あり）

ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第３７号うきは市大春トリムセンター条例の一部を改正する条例の制定についてを
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議題とします。議案の朗読は省略します。

説明を求めます。生涯学習課長。

○生涯学習課長（井上 理恵君） 議案書の７２ページをお願いいたします。

議案第３７号うきは市大春トリムセンター条例の一部を改正する条例の制定について。議案の

朗読は省略させていただきます。新旧対照表は５０ページになります。

第１条につきましては、位置の改正でございます。これにつきましては、所在地に誤りがあっ

たため、山北７８３番地の後に「６９」を入れるものでございます。施行期日は平成３１年４月

１日でございます。

第２条につきましては、消費税増税による改正でございます。施行期日は平成３１年１０月

１日としております。

説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第３８号うきは市浄化槽施設等の整備に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついてを議題とします。議案の朗読は省略します。

説明を求めます。住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） それでは、議案書７４ページでございます。また、新旧対照

表につきましては５２ページとなっております。

議案第３８号うきは市浄化槽施設等の整備に関する条例の一部を改正する条例の制定について

でございます。

まず、前段で、今回の料金改定に伴います経過を説明させていただきたいと思っております。

今回の料金改定の検討につきましては、うきは市下水道等事業推進審議会におきまして審議を

いただいたところでございます。審議会におきましては、下水道事業である公共下水道使用料、

農業集落排水施設の使用料、浄化槽施設の使用料並びにうきは市の専用水道使用料と簡易水道使

用料について、現状に即した適正な使用料体系を設定することを目的として審議会で審議をいた

だいたところでございます。

審議会に当たりましては、１０名の委員で審議をお願いしたところでございます。審議会の構

成につきましては、使用者の代表、有識者、それから自治協議会のほうからの選考とさせていた

だいたところでございます。

現在、下水道事業につきましては、平成７年度以降、段階的に整備拡大を行いまして、平成
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２９年度では下水道処理区域内の整備率は９８％に達し、ほぼ概成の域に達しておるところでご

ざいます。また、水洗化率につきましては９８％に達しており、公共下水道、農集、浄化槽での

処理につきましては、多くの家庭で下水処理を行っており、通常、市民の日常生活に直結した必

要不可欠な事業となっておるところでございます。

今回の審議に当たりましては、消費税の増税により市民の負担がふえるということ、それとと

もに料金の改定については慎重に審議がなされたところでございます。会議におきまして、現在

の下水道事業、水道事業の収支状況を精査し、汚水処理や施設維持にかかる経費も、普及率にあ

わせ事業費全体に大きなウエートを占めるようになってきております。また、将来の施設の補修

及び更新を迎えることも現実課題としておるところでございます。

現在、この特別会計の収支状況においては、使用料と一般会計からの繰入金による運営を余儀

なくされておるところでございます。また、平成３２年の４月から複式簿記による企業会計を導

入しなければならず、一層の独立採算制が求められていることになります。

今回の使用料値上げについては、公営企業経営の将来的な安定を確保するため、最小限の使用

者負担をお願いするという審議会委員全員の意見となっております。また、担当課に対しまして

は、維持管理の節減に努め、特に屋部処理場並びに農集高田・今泉の農業集落排水施設の統合に

ついては、課題はあるものの、関係機関と協議を重ね、前倒しの統合に努めるようというふうな

意見も出されておるところでございます。

それから、本日、追加資料のほうを配付させていただいております。２月１日にお渡しをいた

しておりました専用水道及び簡易水道の増加率の記載がしておりませんので、本日、配付をさせ

ていただいておるところでございます。

それでは、説明につきましては、新旧対照表の５２ページをお願いいたします。

まず、新旧対照表の１３条２でございます。下線の部分、「７５６円」を「７７０円」に改正

するものでございます。これにつきましては、浄化槽は公共下水道で整備できない地域で市が設

置する浄化槽でございます。浄化槽につきましては、構造上、タンク内に空気を送るというブロ

アーの設置がされておるところでございまして、このブロアーは２４時間エアーを送っておりま

す。なおかつ、このブロアーを運転する電気につきましては、各家庭のほうから電気を利用させ

ていただいておるというところで、今回この電気料として７７０円を減額しておるところでござ

います。これは従前から減額をしております。改正前７５６円の税抜き額７００円に対しまして

税込み額に改正をするものでございます。

続きまして、下段の表でございます。こちらにつきましては、１０人槽以上の料金改定でござ

います。こちらにつきましては、１０人槽を基本として税抜き５００円増額をさせていただき

７,８１０円とし、１１人槽以上の分につきましては、今回、均衡のとれた価格で加算した額で
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改定をさせていただいておるところでございます。

議案書のほうに戻りますけれども、附則の分でございます。施行期日、平成３１年１０月１日

から施行。消費税に係る附則の案件でございます。

現在、合併浄化槽につきましては、市内４３６基を完了しておるところでございます。

説明は以上でございます。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） 議長にお願いですけど、今のは浄化槽ですね、農業排水、それ

から下水道、それぞれ関連がありますから一括でお願いしたいんですが。それぞれでやりますか。

同じ内容です。

議運のほうでは１つずつということでございましたけれども。（「いや、

それはお聞きしておりましたが、皆さんが」と呼ぶ者あり）内容が若干違いますので、混乱する

といけませんから、このとおりさせていただきたいと思います。

まず、うきは市浄化槽施設等の整備に関する質疑はありませんか。１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） あと２つの議案が、内容が少々違いますけど、出てきます。そ

れで、この料金改定のほうですね、消費税じゃなくて料金改定のほうの審議会の答申、これ見送

ったのが、答申書もいただいておりまして、またあの答申の内容、今回はまた違ってると思うん

ですけど。それで前の答申書が、なぜこの金額に、小幅だったが、金額を改定したのかという理

由がない答申書であることを記憶しています。申し上げたいのは、答申書は今回はいただけない

のかということの、その辺の確認でございますが、まずそれからお願いします。

江島住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） 大変申しわけございません。今回、答申をいただいた案件に

つきましては、資料のほうを提出させていただきます。

ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第３９号うきは市農業集落排水施設条例の一部を改正する条例の制定についてを議

題とします。議案の朗読は省略します。

説明を求めます。住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） 議案書、７６ページでございます。

議案第３９号うきは市農業集落排水施設条例の一部を改正する条例の制定についてでございま

す。
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新旧対照表は５３ページでございます。議案書、次ページをお願いいたします。説明につきま

しては、新旧対照表のほうで説明をさせていただきます。

別表第２でございます。まず、家事用の世帯割及び世帯人員割につきましては、それぞれ税抜

き１００円の増額を行い、税額１,２１０円と８８０円、人員割でございますが、こちらのほう

に改正をするものでございます。

それから、事業用Ａでございますが、こちらにつきましては基本料金、税抜き２００円の増額

で税込み２,５０８円とし、人員割額につきましては税抜き５０円の増額で税込み６２７円に改

正でございます。

その下でございますが、事業所Ｂにつきましては、水道メーター検針による料金の体系でござ

います。基本料金は、現行料金１,７２８円の原価１,６００円に消費税増税分のみとする上乗せ

をしておりまして、使用水量につきましては、１０立米から１００立米までの区分においては現

行の原価に１０円増額し、１００立米以上については現行原価に対し消費税分の増額に改正する

ものでございます。

併用Ａにつきましては、これは住宅兼事業所等の形態でございますが、こちらにつきましては

家事用及び事業用Ａの世帯割、それから世帯人員割並びに人員割額をそのまま適用しておるとこ

ろでございます。

併用Ｂについては、水道メーター検針による料金でございまして、家事用及び事業用のＢの改

定額をそのまま適用させていただいておるところでございます。

一番下段でございますけれども、公民館等用につきまして、こちらにつきましては税抜き原価

に約１０％の増額をお願いするところでございます。それに加えて消費税増税分を加算しておる

ものでございます。

議案書７８ページに戻りますけれども、附則の部分でございます。第１条の施行期日につきま

しては、消費税に関する附則。それから２でございますが、こちらにつきましては、水道メー

ターの検針による附則を記載しておるところでございます。

説明は以上になります。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。６番、岩淵議員。

○議員（６番 岩淵 和明君） さっきのところからずっと関連するんであれなんですけど。それ

ぞれの別表に掲げておられる、今回の場合であれば家事用Ａ、Ｂとかある。この後もあるんです

けども、それぞれの世帯数がわかる資料があったら、対象となる世帯ですね、どの程度影響があ

るのかということがちょっとはかり知れない。数値の世界だけなんで、どの程度、量の問題があ

るだろうと思いますので、その辺の資料を準備して御提出いただければありがたいと思います。
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以上です。

江島住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） 今回、料金改定でございますので、御指摘の資料につきまし

ては、精査をいたしまして配付できるように準備をいたします。

ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第４０号うきは市公共下水道条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし

ます。議案の朗読は省略します。

説明を求めます。住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） 議案書７９ページでございます。また、新旧対照表は

５４ページになるところです。

議案第４０号うきは市公共下水道条例の一部を改正する条例の制定について。

次ページ並びに新旧対照表５４ページを御参照願いたいと思います。

今回の下水道条例の料金の体系につきましては、前号、第３９号の料金改定表をそのまま踏襲

している案件でございます。並びに、附則につきましても、前段の第３９号の議案と同じ内容で

ございます。

説明のほうは以上でございます。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。５番、竹永議員。

○議員（５番 竹永 茂美君） お尋ねいたします。

公共下水道につきましては、先ほどの審議会で多分審議され、その書類、答申書が提出される

ということではありますが、何点かお尋ねいたします。

１点目は、毎年毎年、億単位の繰出金がなされておると思います。その点について、審議会で

はどのような審議がなされたのか。

２点目、下水道の整備は完了したということとあわせて改修費等の問題が出てくると思います

が、その点について同じく審議会ではどのようなことが審議されたのか。

それから最後ですが、トータル的な赤字の額が莫大な金額だと思いますが、その返還予定ある

いは返還計画についての論議あるいは見直し等がなされたのか、お尋ねいたします。

江島住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） まず、それぞれの会計の繰出金の話でございます。この繰出

金につきましては、当然、審議会の中でも検討材料として審議をいただいたところでございます。
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この一般会計からの繰出金、これにつきましては基準内繰り入れ、それから基準外ということで、

法的に国が認めるそれぞれの会計に一般会計から助成をする金額というのを認められたところも

ございます。ただ、今回、３２年４月からの公営企業会計にいきますと、当然、独立採算制がう

たわれてくるところでございます。

そうする中で、今回の審議に当たりましても、現段階での一般会計からの繰出金を提示いたし

まして、現在の収支状況等も十分検討をしていただいたところでございます。当然、一般会計か

らの繰出金につきましては、下水道施設の整備費、これに伴います元金償還については、当然、

一般会計からでも繰り出しができると。ただ、設備の維持管理については、当然、収支をもって

計上しなければならないということが基本原則でございます。

現在、先ほども説明いたしましたように、整備については９８％という概成を見ております。

当然、今までの工事費については借り入れをしておりまして、その償還は今後あるわけでござい

ます。ピークとしては、３７年ぐらいをピークに償還を経ていくわけでございますけれども、そ

ういった償還がございます。ただし、この償還については、一般会計からの繰り入れも認められ

ているというような状況で、そういったもろもろの一般会計繰り入れの状況、それから各会計ご

との状況を同時に審査していただいたところでございます。

それから、当然２０４０年には、大きな補修といいますか、維持改修費も当然必要になってく

るわけでございます。そうした財源確保のためにも、今後はそういったことを頭に入れて、財政

的な計画を立てなければならないということで、ことし、３１年の当初予算にもありますけども、

ストックマネジメント委託料ということで、今後の維持管理計画を立てることによりまして、将

来の財政的な負担の平準化を図るというところ。なおかつ、そのストックマネジメント計画を立

てることによりまして、そういった維持工事については国の補助がついてくるというようなこと

で、そういった形で将来の下水道特会事業の予算の組み立てといいますか、そういったところを

審議会の中でも検討していただいたところでございまして、今回の料金改定。

ただし、今回の料金改定を行ったからといいまして、すぐに経営が正常化されるかというと、

それはちょっと厳しいところもございます。ただ、３２年４月、公営企業会計になってきますと、

そういった特別会計、一体的な会計の周知ということになってくるというところで、下水道事業

につきましては、やはり利用者が多うございます。現在の接続件数８,６００件を超えるような

件数でございまして、こちらに対する料金の収入は、それなりに上がってきておりますけれども、

将来の維持管理に対する経費というものも考えておかなければならないというところで、今回の

料金改定を検討していただいておるところでございます。

それと、浄化槽等につきましては、若干の費用負担、市の負担というのは、将来的にも見込ま

れるところがございますけれども、３つの下水道会計を全て審議会のほうでそれぞれ検討してい
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ただいて、今回の料金改定に至ったというところでございます。

説明は以上です。

５番、竹永議員。

○議員（５番 竹永 茂美君） 先ほど、ごみ袋代が２０円が３０円ということで、５０％の増と

いうことで、これは割合でいけば非常に高い。ただ、金額的に言えば安いから、そちらを上げて、

逆にこれからの子供や孫の時代に負債を残すこの公共下水道については、審議会が３２年の公会

計のことは頭にあるとしても、もちろん値上げしないほうがいいとは思うんですけど、このまま

いったら公会計の時点では大変なことにもなりますし、先ほど大規模改修も予想されるというこ

とであれば、やはり段階的に、もう少し将来の見通しを出して上げていくべきではないかなと思

いますが、その辺の資料も先ほどの審議会の資料の中に含まれているというふうに考えてよろし

いのでしょうか。

江島住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） 審議会におきましては、将来のシミュレーション等の推移表

をもって審議をいただいておりますので、審議会の資料としてございます。

ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第４１号うきは市簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定についてを議

題とします。議案の朗読は省略します。

説明を求めます。住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） それでは、議案書８２ページ、それから新旧対照表につきま

しては５５、５６ページに記載をしております。

議案第４１号うきは市の簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定でございます。

簡易水道につきましては、現在、吉井町の鷹取、富永給水施設で上水の給水を行っておるとこ

ろでございます。現在の給水人口は６２９人、２３９世帯と浮羽究真館高校への給水を行ってお

るところでございます。

今回の料金改定でございますけれども、平成２９年度の維持管理費に対する使用料の割合を見

ますと９３％ということで、こちらについては高い使用料の率になっておりますけれども、審議

会の中では、今後ある程度の維持改修費の発生も予測され、なおかつ独立採算制を確立する上で

は、今回、料金改定についてはやむを得ないものというふうな判断の中から、今回の料金改定に

移ったところでございます。

新旧対照表の第２２条の料金でございますけれども、家庭用の１０立方メートルまで、税込み
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料金を１９５円増額いたしまして１,３７５円といたします。超過料金につきましては、４０円

増額いたしまして１４０円にするものでございます。また、浮羽究真館高校への給水も行ってお

りまして、この学校用につきましては、税込み料金を１,２４０円増額いたしまして８,８００円。

超過料金につきましては、負担軽減のために２０円を増額いたしまして７０円とするものでござ

います。

それからまた、学校教育法の一部を改正する法律の施行が平成３１年４月１日に施行され、短

期大学の教育機関に専門職学校が含まれることにより、新旧対照表の中段、第７章、布設工事監

督者及び布設工事監督者の資格、第３８条の３、下線部分に「（同法による専門職大学の前期課

程を含む。）」の文言を追加及び下段のほうでございますが、「（同法による専門職大学の前期

課程にあっては、修了した後）」を追加するものでございます。

それから、水道法令の改正によりまして、技術士法試験選択科目の統合が行われております。

条文には、第３８条の８、下線部分「水道環境」、この選択科目を今回、削除するものでござい

ます。

それから、次のページでございますが、水道技術管理者の資格、第３９条の２及び４の下線部

分におきましても、学校教育法の改正に伴い、専門職大学規定を新たに追加するものでございま

す。

それから、議案書のほうに戻りまして、附則でございます。この条例につきましては、平成

３１年４月１日から施行する。ただし、消費税案件については３１年１０月１日から施行する。

経過措置につきましては、消費税に係る措置として記載をしているところでございます。

説明は以上でございます。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） それでは、今、御説明をいただきました簡易水道の料金の値上

げでございますが、１０トンに対して１,３７５円、それから１立方、超過料金が１４０円と学

校用がそれぞれ上がります。それで平均使用量で、家庭で言えば、１家庭がどれだけの金額アッ

プするのか、それはきちんと出しておかんと、やっぱり学校もしかりですけど、それ出しておら

れましたらひとつ答弁をいただきたいと思います。

江島住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） 今、各家庭での負担増の御質問でございます。ちょっと各家

庭の負担のほうは、今のところまだ出しておりませんけれども、３０年度における専用水道の見

込み額でございますが、今、９３３万８,０００円を予定しておりまして、今回、料金改定をい

たしますと、３２年度の予想で１,１２７万６,０００円を想定しておるところでございます。ア
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ップ率といたしまして１９３万８,０００円を今回の料金改定で使用料として増額する予定でご

ざいます。

各家庭ごとにと言いますと、やはり使用水量がそれぞれまちまちでございます。１人世帯、

２人世帯、大人数の世帯ということで、当然、使用水量が変わってくるものですから、現在、一

月、現行２,１８０円の使用料のお支払いの家庭につきましては５９５円ほどの一月の値上げに

なるというふうなところでちょっと試算をしておるところでございます。

１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） やっぱり料金値上げで、前年度、いわゆるこの現料金において、

やっぱり一定の住民の方に理解しやすい、一般の家庭なり、その辺の平均値の数字が一番、一般

の方はすぐぴんとくるんですよね。これだけ上がったら、毎月どげんなるとのとか、年間どげん

なるとのというようなことになりますから、今まだ十分その辺が把握できてないようでございま

すので、総務産業のほうで、これは付託になるんですね。それまでに出すということでお願いし

ます。でないと、なかなか審査を、私がもし総務産業ならば、すぐその辺で当然お聞きしたいと

思いますので、皆さんもそうじゃないかなと思いますので、その提出をお願いしたいと思います。

議長、よろしくお願いします。

江島住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） ただいまの資料につきましては、早急に準備をしたいと思っ

ております。あわせまして、今回の料金改定につきましては、実質消費税の時期が１０月１日と

いうふうに言われております。今回、３月議会のほうで承認を受けるようになれば、当然４月か

らは市民の方に周知をやっていかなければならないというふうに考えております。やはりそこで、

今、議員言われますように、具体的に各家庭に対してどれだけ上がるのかというふうなところは、

細かな資料等をつくりまして、広報等につなげていきたいというふうに考えておるところでござ

います。

ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第４２号うきは市専用水道給水条例の一部を改正する条例の制定についてを議題と

します。議案の朗読は省略します。

説明を求めます。江島住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） 議案書８４ページ並びに新旧対照表は５７ページ、５８ペー

ジでございます。

議案第４２号は、うきは市専用水道給水条例の一部を改正する条例の制定でございます。次



- 203 -

ページのほうに、今回の改正部分を記載しておるところでございます。

説明のほうは、新旧対照表のほうでさせていただきます。

第１０条の料金でございますけれども、１０立方メートルまでの税込み料金１９５円を増額い

たしまして１,３７５円、超過料金につきましては４０円増額いたしまして１４０円とするもの

でございます。こちらについては、簡易水道家事用の料金と整合性を図っておるところでござい

ます。

それから、学校教育法の一部を改正する法律の施行について、短期大学の教育機関に専門職学

校が含まれることにより、新旧対照表、水道技術管理者の資格第１８条の２並びに４の下線部分

の文言を追加するものでございます。

議案書８５ページの附則の部分でございます。この条例につきましては、３１年４月１日から

施行する。ただし、消費税の関係につきましては３１年１０月１日から施行する。

経過措置につきましては、簡易水道の附則と同じものでございます。

説明は以上でございます。

説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

ここで暫時休憩といたします。１３時２０分より再開します。

午前11時59分休憩

午後１時20分再開

議案質疑を再開します。

次に、議案第２号平成３０年度うきは市一般会計補正予算（第７号）を議題とします。予算案

の質疑については、歳出のほうから項ごとに担当課長より重点事項を説明していただき、質疑に

入りたいと思います。

なお、財源組み替えのみの項につきましては、質疑のみ行います。

まず、予算書について説明を求めます。企画財政課長。

○企画財政課長（中野昭一郎君） それでは、平成３０年度補正予算書の１ページをお開き願いま

す。

議案第２号平成３０年度うきは市一般会計補正予算（第７号）。

平成３０年度うきは市の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億５,８３１万
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７,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７８億４,４７９万

５,０００円とする。

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

繰越明許費の補正。第２条、繰越明許費の追加及び変更は、「第２表 繰越明許費補正」によ

る。

債務負担行為の補正。第３条、債務負担行為の変更は、「第３表 債務負担行為補正」による。

地方債の補正。第４条、地方債の追加及び変更は、「第４表 地方債補正」による。平成

３１年３月１日提出。うきは市長髙木典雄。

続きまして、７ページをお開き願います。

第２表、繰越明許費補正でございます。追加分として、次の１３件を計上しております。

最初に、２款１項総務管理費の電子計算処理費でございます。新元号に対応したシステム改修

委託料として４４２万８,０００円及びるり色ふるさと館及び西別館のネットワーク設定委託料

として２７６万５,０００円、合計で７１９万３,０００円を繰り越すものでございます。

次に、２款３項戸籍住民基本台帳費の住民基本台帳費でございます。個人番号カード発行に係

る地方公共団体情報システム機構負担金につきまして３０２万７,０００円を繰り越すものでご

ざいます。全額が国庫補助金で賄われるもので、当該補助金の繰り越し通知に伴うものでござい

ます。

次に、３款１項社会福祉費の介護保険事業でございます。福岡県介護保険広域連合うきは・大

刀洗支部が、西別館からるり色ふるさと館へ移転するための費用６９万４,０００円を繰り越す

ものでございます。

次に、６款１項農業費の県営土地改良事業でございます。県営事業の工事進捗遅延に伴いまし

て、市の用地購入費及び測量設計委託料５７８万４,０００円を繰り越すものでございます。

次に、８款２項道路橋りょう費の道路維持費でございます。地元関係機関との協議に時間を要

したことから、市道２路線及び１橋りょうの工事費６,０９８万８,０００円を繰り越すものでご

ざいます。

次に、８款２項道路橋りょう費の一般道路新設改良事業でございます。地権者との協議に時間

を要したことにより、市道７路線の道路改良舗装工事等８,９０６万３,０００円を繰り越すもの

でございます。

次に、８款２項道路橋りょう費の辺地道路整備事業でございます。保安林改良協議、地権者と

の協議に時間を要したことから、市道三寺払・つづら線道路改良工事と市道小間坊・女子尾線の

山瀬橋かけかえ工事等４,５９２万４,０００円を繰り越すものでございます。
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次に、８款３項河川費の河川改良費であります。地権者との協議に時間を要したことから、市

営河川赤尾川の改修工事費１,１７６万円を繰り越すものでございます。

続きまして、８ページをお願いいたします。

９款１項消防費の防災対策費であります。総合防災マップ更新業務委託料３７０万

５,０００円を繰り越すものであります。福岡県が県内市町村の取りまとめを行いまして、社会

資本整備総合交付金を申請しているものですが、交付決定のおくれによりまして繰り越しが必要

になったものでございます。

次に、１０款１項教育総務費の教育委員会事務局費であります。現在の生涯学習センターから

西別館へ移転するための費用４６万１,０００円を繰り越すものになっております。

次に、１０款１項教育総務費の教育センター費であります。移転先であります西別館に設置す

る教育センターの備品購入費につきましても７５万９,０００円を繰り越すものでございます。

次に、１０款４項社会教育費の生涯学習センター建設費です。鋼材納入のおくれに伴う工期延

長のため、工事費等６億５,０５１万５,０００円を繰り越すものでございます。

最後に、１１款２項公共土木施設災害復旧費の現年発生公共土木施設災害復旧事業でございま

す。地権者との協議に時間を要したことから、市道２路線及び市営河川２カ所の工事費として

１,９０７万６,０００円を繰り越すものでございます。

２の変更分としては、２件を計上しております。

まず、２款１項総務管理費の庁舎管理費です。１２月補正予算に西別館の空調改修工事費等と

して５,２２３万７,０００円の繰り越しを計上させていただきました。今回、るり色ふるさと館

の工期延長に伴います西別館の内部改修工事費８５０万円の繰り越しも必要になりましたので、

庁舎営繕工事費として６,０７３万７,０００円に変更をするものでございます。

次に、１０款２項小学校費の小学校営繕費になります。同じく１２月の補正予算で、小学校空

調設備設置工事費として２億６,９９７万２,０００円の繰り越しを計上していたものでございま

す。今回、歳出予算に工事費不足分として２,１５２万４,０００円を追加計上しておりますので、

これを加えまして限度額を２億９,１４９万６,０００円とするものでございます。

９ページをお願いいたします。

第３表、債務負担行為補正でございます。

変更分として、保育所等整備事業費補助金（幼稚園分）１件を計上しております。１２月補正

予算では、３０年度の歳出予算に２,５３３万８,０００円を計上した上で、平成３１年度の債務

負担行為限度額分といたしまして５,９１２万５,０００円を計上しておったところでございます。

今回、歳出予算を２,４４９万４,０００円減額をして、同額を平成３１年度の債務負担行為限度

額に増額をするというものでございます。工事の着工が年度末になることが見込まれたことから、
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県とも協議の上、平成３０年度と平成３１年度の支出割合を変更したものになっております。

次に、第４表、地方債補正でございます。追加分１件、変更分２件を計上しております。

追加分は、農林水産業施設災害復旧事業で、限度額は１,７５０万円になります。起債の方法、

利率、償還の方法は記載のとおりでございます。

変更分は、いずれも限度額を変更するもので、起債の方法、利率、償還の方法に変更はござい

ません。

合併特例事業は、６,８４０万円を増額して限度額を１４億８,３００万円とするものになって

おります。

学校教育施設等整備事業は、３,１６０万円を減額して限度額を１億８,８１０万円とするもの

でございます。

増減の内容につきましては、歳入、２１款市債のところで説明をさせていただきます。

以上になります

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） 質疑じゃありませんが、要望でございます。

ただいま説明の７ページから８ページの繰越明許費の補正、これを執行科目の内訳で、いつも

一覧表をいただいておったと思いますが、提出願えますでしょうか。

中野企画財政課長。

○企画財政課長（中野昭一郎君） ６月の議会で、繰り越しが決定した分を報告させていただく際

に明細は出しておりますが、この時点では特に明細等は出しておりませんので、そういう対応を

させていただければと思っておりますが。

１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） そうだったというふうに思います。これだけちょっと年度末で

多いものですから、ここに款項の議決科目ですから、ちょっと大きいから、何々等とありますか

ら、ほとんどどの部分かというのを予算の説明書を見ても把握ができないかなと思っての。あれ

は６月出してるのは、どういう意味で６月だったですかね。よかったら、ちょっと確認の意味で。

中野企画財政課長。

○企画財政課長（中野昭一郎君） 今の時点では、繰越明許費の限度額を設定させていただいてい

るだけですので、実際、決算が終わりまして、実際の繰越額というのを正式に報告をさせていた

だきます。その際に明細をつけて出しているということになります。（発言する者あり）

ほかに質疑ありませんか。２番、組坂議員。

○議員（２番 組坂 公明君） ちょっと教えていただきたいと思います。私も繰越明許費という
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のを、予算書をもらってずっと。トータルでいくと全部で１７億円ぐらいになるんですよね。今

回、一番最初からするとですね。それが次の年に事業が行われると考えておけばよろしいんです

よね。今年度の、今、予算があったのが、トータルが１７８億云々ということで、その１０％は

繰り越しをしているという考えでよろしいですかね。

中野企画財政課長。

○企画財政課長（中野昭一郎君） 議員、お見込みのとおりで結構です。

２番、組坂議員。

○議員（２番 組坂 公明君） そうした場合、先ほどから、３１年１０月から消費税が１０％に

なるやらというのは、これには影響しないのか、ちょっと教えていただきたいと思います。

中野企画財政課長。

○企画財政課長（中野昭一郎君） 例えば工事費でありますならば、ことしの３月いっぱいまでに

契約をしたものというのは、工事の完了がことしの１１月、消費税増税後になっても８％のまま

ということになりますので、これらについては影響はないというふうに考えております。

ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、２款１項総務管理費の説明を求めます。担当課長は所管を述べ、順次説明を願います。

総務課長。

○総務課長（田篭 正規君） 総務課の田篭でございます。

補正予算書２５ページをお願いいたします。

２款１項２目文書広報費でございます。７６万９,０００円の減額補正でございます。主な理

由といたしましては、１１節需用費の印刷製本費４７万８,０００円の減額でございますが、こ

ちらにつきましては広報紙「広報うきは」印刷製本に係る入札減によるものでございます。その

他につきましては、「明治１５０年」関連施策推進事業に係る決算見込みによる減額補正でござ

います。

次に、２款１項５目庁舎管理費でございます。１７１万１,０００円の減額補正でございます。

１４節使用料及び賃借料の電話機借上料でございますが、本年度、本庁舎、西別館を初めとして

電話機をリースによる更新を行っております。当初は７月からのリース開始をと考えておりまし

たが、施設間の連携の方法の検討とか、あと新生涯学習センター―るり色ふるさと館でござ

いますけど、建設の進捗の状況等により、更新の時期がおくれたことにより予算額が生じたこと

で減額補正を行うものでございます。

○企画財政課長（中野昭一郎君） ７目財政調整基金費、２５節積立金６００万円でございます。
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うきは藤波発電所の売電収入の一部を地域振興基金に積み立てるものでございます。

○うきはブランド推進課長（樋口 一郎君） ８目企画費、８節報償費、９節旅費、１３節委託料、

合計４０万円の減額補正でございます。こちらにつきましては、当初、国土交通省の地域空き

家・空き地等の利活用等に関するモデル事業補助金を申請しておりまして、１００万円の申請を

しておりましたが、交付決定額が６０万円であったための減額補正となっております。

以上です。

課長は所管を述べてください。

○税務課長（山崎 秀幸君） 税務課の山崎でございます。

２款１項１５目諸費、２３節償還金、利子及び割引料７１万３,０００円。過年度過誤納還付

金及び還付加算金が当初想定よりふえてきたため、予算不足となるため補正をお願いするもので

ございます。当初予定よりふえてきたということでございます。よろしくお願いいたします。

○生涯学習課長（井上 理恵君） 生涯学習課、井上でございます。

１６目、３５９万４,０００円の減額のうち、パソコン講習会委託料２９万４,０００円の減額

でございます。内容といたしましては、市民大学のパソコン講習会の委託料として、事業執行残

額を減額するものでございます。

○うきはブランド推進課長（樋口 一郎君） うきはブランド推進課でございます。

同じく１６目です。１３節委託料、インターネット予約環境システム構築委託料３００万円の

減額補正でございます。また、インターネット予約環境システム保守委託料３０万円の減額補正

でございます。こちらは、地方創生事業として進めております「うきは」まるごとサテライト

ワーク事業の中で、うきは市にあります遊休施設の各種施設を域外の企業等にわかりやすく予約

をしてもらうためのシステム構築を目指しておりましたが、事業を開始して、来年度、３１年度

にさまざまな企業に、うきはの空き家というか、遊休施設のほうにいろいろ来ていただいて実証

していただく予定になっておりますので、その後に、そういった区画割りというか、活用可能と

なった施設を精査した後に、この予約環境システムを構築したほうが効果的であると判断しまし

たため減額補正をさせていただいております。

以上です。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） 済みません、ちょっと聞き漏らしたと思います。２款１項２目

の文書広報費の中の、今年度の１つの「明治１５０年」の事業は、当初予算からほぼ半額、これ

は小塩のほうに委託しておったと思うんですが、もう一回説明をお願いしたいと思うんですが。

田篭総務課長。
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○総務課長（田篭 正規君） 今回、明治１５０年ということで、関連施策推進事業を行っており

ます。まず、大きなものといたしましては、小塩の佐藤孝三郎氏の顕彰ということで、７月に佐

藤孝三郎氏にゆかりの地をめぐるツアーとか、あと佐藤孝三郎の特別展を開催させていただいて

おります。そういう分については、小塩というんですか、浮羽まるごと博物館の佐藤先生のほう

に委託をさせていただきまして執行したところでございます。あわせて、切手の作成をしたり、

あと明治１５０年のリーフレットの作成等を行ったところでございます。そういうもろもろの事

業を行ってきているところでございます。

以上でございます。

ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで２款１項の質疑を終わります。

次に、２款２項徴税費の説明を求めます。徴収対策室長。

○徴収対策室長（白石 孝博君） 徴収対策室の白石でございます。

２６ページになります。

２款２項２目賦課徴収費でございます。補正額３５万円の減額補正となります。内訳としまし

ては、４節共済費が５万円の減額、７節賃金が３０万円の減額でございます。臨時職員の賃金、

社会保険料を実績に合わせて２カ月分減額するものでございます。

以上です。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで２款２項の質疑を終わります。

次に、２款４項選挙費の説明を求めます。総務課長。

○総務課長（田篭 正規君） 補正予算書２７ページになります。

２款４項５目隈上土地改良区総代総選挙費でございます。５８万円の減額補正でございます。

平成３０年１２月９日、任期満了に伴う隈上土地改良区総代選挙が無投票となったことで、その

執行経費が不要となり減額補正を行うものでございます。

続きまして、２款４項６目吉井第七土地改良区総代総選挙費でございます。５８万円の減額補

正でございます。補正理由につきましては、先ほどの５目隈上土地改良区総代総選挙費と同様の

理由により減額補正を行うものでございます。

説明は以上です。

説明が終わりました。
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質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで２款４項の質疑を終わります。

次に、３款１項社会福祉費の説明を求めます。担当課長は所管を述べ、順次説明を願います。

市民生活課長。

○市民生活課長（松岡 美紀君） 市民生活課、松岡でございます。

２８ページをお開きください。

３款１項２目国民年金事務費３２万４,０００円の減額補正でございます。こちらにつきまし

ては、システム改修の執行残の不用額を減額するものでございます。

次に、３目老人福祉費２,４１９万６,０００円の減額補正でございます。こちらにつきまして

は、後期高齢者療養給付費負担金につきまして、通知により減額をするものでございます。

○人権・同和対策室長（松岡 美紀君） 次に、人権・同和対策室、松岡でございます。

５目人権・同和対策費、補正額４２万円の減額補正でございます。内訳といたしまして、９節

旅費２１万６,０００円の減額補正、１２節役務費２０万４,０００円の減額補正。それぞれ実績

見込みにより減額をするものでございます。

○市民生活課長（松岡 美紀君） 市民生活課、松岡でございます。

次に、６目重度障害者医療対策費、補正額４９９万４,０００円の減額補正でございます。内

訳といたしまして、１２節役務費９万円の減額、２０節扶助費６００万円の減額補正、２３節償

還金、利子及び割引料１０９万６,０００円の増額補正でございます。こちらのほう、審査事務

手数料と医療費につきましては実績見込みにより減額をするものでございますが、２３節の償還

金、利子及び割引料につきましては、５年間の公費医療における高額療養費の調査を実施いたし

まして、重度障害者医療費として２分の１の県補助金を受けていた分を返還するものでございま

す。

○福祉事務所長（梶原 康宏君） 福祉事務所、梶原です。

７目障害者対策費、２０節扶助費２,２５１万６,０００円の増額補正でございます。内訳とし

まして、障害者福祉サービス費等２,２４１万６,０００円の増、日常生活用具給付費１０万円の

増でございます。障害者福祉サービス費等につきましては、グループホームへの入所者の増加や

就労支援事業所の開設が進みまして利用者が増加したことによるものでございます。日常生活用

具給付費につきましては、主にストーマ、これは人工肛門の方の蓄便、蓄尿袋でございます。ス

トーマ関係の給付の増加によるものでございます。

○保健課長（原 廣正君） 保健課でございます。

続きまして、８目介護保険対策費、１９節、県介護保険広域連合負担金３３２万４,０００円
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の減額でございます。福岡県介護保険広域連合負担金の額の確定により減額補正を行うものでご

ざいます。

続きまして、９目地域支援事業費、まず７節、１１０万円の減額でございます。嘱託職員とし

て雇用いたしておりました主任介護支援専門員が病気療養のため休職いたしました１０月から

１月まで、４カ月分の賃金及び時間外手当について減額を行うものでございます。

続きまして、２３節償還金、利子及び割引料６２万２,０００円の増額でございます。平成

２８年度の福岡県地域密着型施設等整備補助金の消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額に相

当する額を事業所の県への報告に基づきまして市のほうに納入をしていただきまして、同額を県

に返還を行うものでございます。

以上です。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで３款１項の質疑を終わります。

次に、３款２項児童福祉費の説明を求めます。担当課長は所管を述べ、順次説明を願います。

福祉事務所長。

○福祉事務所長（梶原 康宏君） 福祉事務所でございます。

２９ページをお願いいたします。

３款２項１目児童福祉総務費、２０節扶助費、高等技能訓練促進給付費１８０万円の減額補正

でございます。決算見込みにより減額するものであります。

２目児童措置費、２０節扶助費１,９９３万６,０００円の減額補正でございます。内訳としま

して、児童扶養手当１,０９９万６,０００円の減、児童手当８９４万円の減額でございます。い

ずれも決算見込みにより減額をするものでございます。

○市民生活課長（松岡 美紀君） 市民生活課、松岡でございます。

同じく３目子ども医療対策費５１万３,０００円の増額補正でございます。内訳といたしまし

て、１１節の需用費、１２節の役務費に関しては、それぞれ１３万円、２９万５,０００円の減

額補正でございます。こちらは実績見込みにより不用額を減額するものでございます。２３節償

還金、利子及び割引料９３万８,０００円の増額補正でございます。こちらにつきましては、公

費医療における高額療養費の５年間調査分でございます。子ども医療対策費として、２分の１の

県の補助金を受けた分を返還するものでございます。

次に、４目ひとり親家庭等医療対策費３９５万９,０００円の減額補正でございます。内訳と

いたしまして、１２節役務費、２０節扶助費、それぞれ１０万円、４００万円の減額補正でござ
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います。こちらも実績見込みにより不用分を減額するものでございます。２３節償還金、利子及

び割引料、こちらにつきましても公費医療における高額療養費の５年間の調査分で、２分の１の

県の補助金につきましての返還金ということで計上させていただいております。

以上でございます。

○福祉事務所長（梶原 康宏君） 福祉事務所です。

５目民間保育所費、１９節負担金、補助及び交付金、保育所等整備事業費補助金２,４４９万

４,０００円の減額補正でございます。遊林愛児園の園舎建てかえに伴います補助金の減額です。

平成３０年度の工事の進捗率にあわせまして減額を行うものでございます。

説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで３款２項の質疑を終わります。

次に、３款３項生活保護等対策費の説明を求めます。福祉事務所長。

○福祉事務所長（梶原 康宏君） 福祉事務所でございます。

３０ページをお願いいたします。

３款３項２目扶助費、２０節扶助費９００万円の減額補正でございます。内訳としまして、生

活扶助費等２,０００万円の減額、医療扶助費１,２００万円の増額、施設事務費１００万円の減

額補正でございます。いずれも生活保護費の決算見込みにより調整をするものでございます。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで３款３項の質疑を終わります。

次に、４款１項保健衛生費の説明を求めます。保健課長。

○保健課長（原 廣正君） 補正予算書３１ページをお願いいたします。

４款１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、まず１３節委託料４００万円の減額補正でござい

ます。内訳は、ここに書いておりますとおり、妊婦一般健康診査３５０万円、妊婦歯科健診

３０万円、産婦健診２０万円。いずれも決算見込みにより減額補正を行うものでございます。続

きまして、２０節扶助費１００万円の減額補正でございます。内訳といたしましては、妊婦歯科

健診１５万円、産婦健診が８５万円でございます。いずれも決算見込みによりの減額でございま

す。

続きまして、３目健康増進対策費、１３節総合健診等委託料３５０万円の減額でございます。

決算見込みにより補正を行うものでございます。
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続きまして、６目食育対策費、８節報償費４０万円、それから１４節使用料及び賃借料２７万

３,０００円。いずれも決算見込みにより減額を行うものでございます。

以上です。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで４款１項の質疑を終わります。

次に、４款２項清掃費の説明を求めます。市民生活課長。

○市民生活課長（松岡 美紀君） 市民生活課、松岡でございます。

補正予算書の３２ページをお開きください。

４款２項２目塵芥処理費１,０８０万円の減額補正でございます。内訳といたしまして、

１１節の需用費、こちらは消耗品費としまして収集袋ですね、ごみ袋の在庫調整により減額をさ

せていただくものでございます。１３節の委託料８０万円の減額補正でございます。こちらは、

粗大ごみの収集分の委託料ということになっていますが、こちらは粗大ごみの収集量が当初見込

みより少なかったため不用分を減額するものでございます。１９節負担金、補助及び交付金

４０万円の減額補正でございます。こちらは執行残を減額するものでございます。

以上でございます。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。７番、鑓水議員。

○議員（７番 鑓水 英一君） 今の需用費ですかね、マイナス９６０万円。これは在庫整理と聞

きましたが、この在庫は次年度にまた持っていくようなことはできないんですかね。

松岡市民生活課長。

○市民生活課長（松岡 美紀君） 御指摘のとおり、次年度、一応１０月１日でごみ袋の改定を行

うことにしておりますけれども、それまでは前のごみ袋を使うことになりますけれども、その分

につきまして、ちょっと毎年毎年、割と多目に見込んでおりましたものですので、その分を調整

するためにちょっと減額というような形になったものでございます。

以上でございます。

ほかに質疑ありませんか。１２番、伊藤議員。

○議員（１２番 伊藤 善康君） 今度、ごみ袋が上がりますが、これは買いだめしとったら前の

ままでよかとですかね。それと、上がることの市民への周知はどのようになっていますか。

松岡市民生活課長。

○市民生活課長（松岡 美紀君） １点目の買いだめについてということでございます。一応、今
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度の条例改正におきまして、経過措置として旧の分のごみ袋につきましては、平成３２年３月

１日まで使用できるということにはなっております。ただし、半年間しかありませんので、そち

らの分については、使い切れない分についてはこちらのほうで差額分と合わせたところでから交

換するというような形になっておりますので、経過措置としてから一応そういう買いだめ分を防

いで、入れかえを促進するためにそういうふうな経過措置を設けておるところでございます。

それともう一点、市民への周知ということでございます。一応、こちらのほうが条例の改正が

今回、決議されました後、広報等により周知をしていきたいというふうに考えております。

以上でございます。

ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで４款２項の質疑を終わります。

次に、６款１項農業費の説明を求めます。農林振興課長。

○農林振興課長（松尾 正和君） 農林振興課でございます。

３３ページをお願いします。

６款１項８目農地費、１３節委託料１００万円の減額でございます。これは、屋形地区におき

まして水路改修を計画しておりますが、それの測量設計の発注によります予算残額を減額するも

のでございます。

以上です。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで６款１項の質疑を終わります。

次に、６款２項林業費の説明を求めます。農林振興課長。

○農林振興課長（松尾 正和君） ３４ページをお願いします。

６款２項３目治山事業費１６２万６,０００円の減額補正でございます。これは、福岡県治山

林道協会負担金の額の確定により残額を減額するものでございます。

以上です。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで６款２項の質疑を終わります。

次に、８款１項土木管理費の説明を求めます。住環境建設課長。
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○住環境建設課長（江島 高治君） 予算書３５ページでございます。

８款１項１目土木総務費、補正額１８０万円の減額でございます。内訳といたしましては、

１３節の委託料、道路台帳修正委託料の業務につきまして入札残を、今回、減額するものでござ

います。

説明は以上でございます。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで８款１項の質疑を終わります。

次に、８款２項道路橋りょう費の質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで８款２項の質疑を終わります。

次に、１０款２項小学校費の説明を求めます。学校教育課長。

○学校教育課長（権藤 精二君） 学校教育課長の権藤でございます。

３７ページでございます。

１０款２項１目学校管理費でございます。補正額２,１５２万４,０００円の増額でございます。

１５節工事請負費、小学校空調設備設置工事費でございます。小学校空調設備設置工事費につき

ましては、１２月に２億６,５００万円の補正をさせていただいたところですが、実施設計の結

果、予算が不足することにより不足額を補正するものでございます。設計額が高くなった理由で

すが、高圧受電設備につきましては、当初、既存の高圧受電設備の改造で見ておりましたけれど

も、詳細な電力計算をすると、既存の高圧受電設備では容量が足りず、受信電力を賄えないこと

がわかり、高圧受電設備の新設が必要となったことによるものです。

以上で説明を終わります。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで１０款２項の質疑を終わります。

次に、１０款４項社会教育費の説明を求めます。担当課長は所管を述べ、順次説明を願います。

生涯学習課長。

○生涯学習課長（井上 理恵君） 生涯学習課の井上でございます。

１０款４項１目社会教育総務費１７万８,０００円の減額でございます。内容といたしまして

は、成人式における記念品代の執行残を減額するものでございます。
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次に、２目文化財保護費１,３７４万４,０００円の減額でございます。７節賃金につきまして

は、緊急発掘作業員賃金を計上しておりましたが、開発行為がございませんでしたので減額する

ものでございます。９節及び１９節につきましては、町並み環境整備事業としての改修の実施が

なかったため減額するものでございます。１１節需用費の印刷製本費９４万８,０００円の減額

につきましては、文化的景観の選定申し出資料として調査報告書を作成するように文化庁より指

導を受けておりましたが、現地調査により報告書は必要なしとの回答をいただきましたので、執

行しておりませんので減額するものでございます。１４節使用料及び賃借料につきましては、文

化財調査におきまして緊急発掘がなかったこと及び入札により重機等の単価が下がったことによ

り減額するものでございます。

次に、３目芸術文化振興費１１０万円の減額でございます。これにつきましては、文化事業実

行委員会で開催する文化事業のうち、チケットの収入増により１１０万円を減額するものでござ

います。

○人権・同和対策室長（松岡 美紀君） 人権・同和対策室、松岡でございます。

同じく、４目人権・同和教育費４８万４,０００円の減額補正でございます。内訳といたしま

して、８節の報償費、講師謝礼でございます。こちらは実績見込みによる不用額を減額させてい

ただくものでございます。１９節負担金、補助及び交付金、こちらは小・中・高等学校の奨学補

助金でございます。こちらも実績見込みにより不用額を減額させていただくものでございます。

以上です。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで１０款４項の質疑を終わります。

次に、１０款５項保健体育費の説明を求めます。生涯学習課長。

○生涯学習課長（井上 理恵君） 生涯学習課の井上でございます。

３９ページをお願いします。

１０款５項１目保健体育総務費４７０万９,０００円の減額でございます。内訳としまして、

８節報償費、記念品代の５０万円の減額及び１１節需用費３０万円の食糧費の減額は、市民運動

会の中止による減額でございます。１９節負担金、補助及び交付金３９０万９,０００円の減額

でございます。内容としましては、スポーツ事業等補助金３６０万９,０００円の減額、スポー

ツ講演会、教室等の開催が２３０万円の減額、オリンピック・パラリンピック事前キャンプ誘致

による費用が１３０万９,０００円の減額でございます。また、ふれあい運動広場整備事業費補

助金３０万円の減額でございます。スポーツ講演会、教室等の開催につきましては、講演会を予
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定しておりましたが、講師との日程調整ができず開催されなかったものでございます。オリンピ

ック・パラリンピック事前キャンプ誘致につきましては、県と連携し誘致を行っておりましたが、

今年度の誘致には至らなかったというものでございます。ふれあい運動広場につきましては、

３０年度に申請がなかったため減額するものでございます。

次に、１０款５項２目体育施設費３００万円の減額でございます。内容につきまして、１３節

委託料、スポーツアイランド樹木等管理委託料５０万円の減額でございます。内容といたしまし

ては、入札による執行後の残額を減額するものでございます。１５節工事請負費２５０万円の減

額でございます。内容といたしましては、スポーツアイランドの多目的グラウンド夜間照明新設

工事の完了に伴い、入札執行後の残額を減額するものでございます。

以上でございます。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで１０款５項の質疑を終わります。

次に、１１款１項農林水産業施設災害復旧費の説明を求めます。農林振興課長。

○農林振興課長（松尾 正和君） 農林振興課です。

４０ページをお願いします。

１１款１項１目農地災害復旧費１,６７０万円の減額補正でございます。次に、２目農業用施

設災害復旧費２,９００万円の減額でございます。それぞれ、災害発生後９月から１２月までに

おいて行われました国の災害査定を受けまして、その査定による事業費の決定により予算額を減

額するものでございます。ちなみに今回の災害査定、それから増嵩申請を受けまして、農地につ

きましては９７.１％、施設については９９.６％の補助率になっております。

以上です。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで１１款１項の質疑を終わります。

次に、１３款諸支出金、１４款予備費及び歳入については、一括しての説明を求めます。企画

財政課長。

○企画財政課長（中野昭一郎君） ４１ページをお願いします。

１３款１項１目特別会計繰出金、補正額が１,６０８万８,０００円の減額でございます。内訳

は、国民健康保険事業特別会計８８０万１,０００円の減、後期高齢者医療事業特別会計
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７２８万７,０００円の減になっております。

４２ページをお願いします。

１４款１項１目予備費、補正額が７２万８,０００円でございます。歳入歳出補正額の調整に

よるものになります。

次に、歳入になります。１５ページをお開き願います。

１２款１項１目総務費分担金、補正額が２６０万円の減でございます。１２月補正予算で、地

域情報通信基盤整備工事費を８００万円減額しております。これに係る受益者分担金の減を計上

しておりませんでしたので、今回、補正を行うものでございます。

１６ページをお開き願います。

１２款２項１目総務費負担金、補正額１１６万円の減でございます。隈上土地改良区総代総選

挙及び吉井第七土地改良区総代総選挙に係る執行経費負担金になっております。

５目災害復旧費負担金、補正額が２,７８５万８,０００円の減でございます。農地・農業用施

設災害復旧に係る事業箇所、事業費確定に伴う補正になっております。

１７ページになります。

１４款１項１目民生費国庫負担金、１節社会福祉費負担金、補正額が１,０８２万８,０００円

になります。内訳は、国民健康保険基盤安定負担金３８万円の減と自立支援事業費負担金

１,１２０万８,０００円の増でございます。自立支援事業費負担金は障害福祉サービス費に係る

国の負担金になっております。２節児童福祉費負担金、補正額が１,１０７万２,０００円の減に

なります。児童扶養手当費負担金３７０万４,０００円の減、児童手当費負担金７４８万

３,０００円の減。いずれも歳出予算の減額に伴う財源補正になります。母子保健衛生費等負担

金１１万５,０００円は、未熟児に対する医療費の国負担分で、実績見込みにより増額をするも

のになっております。３節生活保護等対策費負担金、補正額は６７５万円の減でございます。内

訳として、生活扶助費等負担金１,５７５万円の減、医療扶助費等負担金９００万円の増になっ

ております。生活保護費に係る財源補正になっております。

続きまして、１８ページになります。

１４款２項１目総務費国庫補助金、１節総務管理費補助金です。補正額が１７９万

７,０００円の減です。事業費の減額に伴いまして、地方創生推進交付金を財源補正するもので

ございます。

２目民生費国庫補助金、１節社会福祉費補助金、補正額５万円。地域生活支援事業費補助金は、

障害者対策費の日常生活用具給付費に対する補助金になります。２節児童福祉費補助金、補正額

１,７３３万８,０００円の減。内訳は、高等技能訓練促進給付費補助金４８万４,０００円の減、

母子保健衛生費補助金５２万５,０００円の減、認定こども園施設整備交付金１,６３２万
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９,０００円の減になっております。いずれも歳出予算の減額に伴う財源補正になります。３節

生活保護等対策費補助金、補正額２６２万５,０００円。生活困窮者就労準備支援事業費等補助

金につきましては、子供の未来応援地域ネットワーク形成支援事業の財源として追加内示を受け

計上するものでございます。

６目教育費国庫補助金、２節小学校費補助金、補正額が１,５１７万２,０００円の減でござい

ます。小学校空調設備設置工事等に係るブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金の内示を受け

て減額をするものでございます。４節社会教育費補助金、補正額が４５０万円の減になります。

町並み保存地区保存対策費補助金の減額に伴います財源補正になってまいります。

１９ページでございます。

１５款１項１目民生費県負担金、１節社会福祉費負担金、補正額は３１１万７,０００円の減

でございます。内訳は、障害者自立支援給付費負担金５６０万４,０００円の増、国民健康保険

基盤安定負担金３６４万２,０００円の減、後期高齢者医療保険基盤安定負担金５０７万

９,０００円の減でございます。２節児童福祉費負担金、補正額が６７万７,０００円の減でござ

います。児童手当費負担金７３万５,０００円の減は、歳出予算の減額に伴う財源補正になりま

す。母子保健衛生費等負担金５万８,０００円は、国負担金で出ました未熟児に対する医療費の

県負担分を実績見込みで増額するものになっております。

２０ページになります。

１５款２項２目民生費県補助金、１節社会福祉費補助金、補正額が２２６万４,０００円の減

になります。このうち人権・同和問題啓発事業費補助金１０万２,０００円の減及び重度障害者

医療対策費補助金２１８万７,０００円の減は、事業費の減額に伴います財源補正になります。

地域生活支援事業費補助金２万５,０００円は、日常生活用具給付費に対します補助金になりま

す。２節児童福祉費補助金、補正額２６８万３,０００円の減及び３節ひとり親家庭等医療対策

費補助金、補正額２１５万２,０００円の減。いずれも実績見込みによる減になります。

３目衛生費県補助金、１節保健衛生費補助金、補正額３３万７,０００円の減でございます。

事業費の減額に伴います食育推進事業補助金の減になります。

８目教育費県補助金、３節保健体育費補助金、補正額６５万４,０００円の減です。キャンプ

地誘致推進事業費補助金は、スポーツ事業等補助金の減額に伴います財源補正になっております。

１０目１節農林水産業施設災害復旧費補助金、補正額２,７６５万１,０００円の減でございま

す。及び、２節農林水産業農地災害復旧費補助金、補正額１,５６０万円の減につきましては、

事業費確定に伴います減になっております。

２１ページでございます。

１６款２項１目不動産売払収入、１節土地建物売払収入、補正額が１,９２９万円。新治団地
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跡地の売払収入になっております。

２２ページをごらんください。

１８款２項１目財政調整基金繰入金、１節財政調整基金繰入金、補正額１億１００万円の減で

ございます。財政調整基金からの繰入額を減額するものでございます。

２３ページ、２０款５項１目１節雑入、補正額２２１万２,０００円です。光ケーブル工事地

元負担金８８万７,０００円につきましては、小塩地区で発生をしました火災による光ケーブル

損傷事故の復旧工事に対する負担金になっております。管理組合が加入をしております動産総合

保険の保険金を地元負担金として納入をしてもらったものになります。次に、県地域密着型施設

等整備補助金返還金６２万２,０００円。こちらは、歳出予算３款１項９目で計上しました同返

還金に係る事業主体から市への返還金になっております。光ケーブル移設工事補償費につきまし

ては、妹川地区におけます県道工事に伴います光ケーブル移転補償費でございます。久留米県土

整備事務所から納付を受けるものになっております。地域の空き家・空き地等利活用に関するモ

デル事業支援金４０万円の減は、事業費確定に伴います財源補正になっております。

２目１節過年度収入、重度障害者等医療費県支出金、補正額８６万６,０００円。３目１節第

三者納付金、補正額６６万８,０００円。５目１節重度障害者医療高額療養費返還金、補正額

６１１万６,０００円の減。同じく、２節子ども医療高額療養費返還金、補正額２１６万

７,０００円の増。同じく、３節ひとり親家庭等医療高額療養費返還金、補正額８２万

５,０００円の減。以上は、実績見込みによる補正になっております。

２４ページでございます。

２１款１項３目土木債、１節道路橋りょう債、補正額３３０万円です。一般道路新設改良事業

等に係る合併特例事業債の確定に伴うものでございます。

５目教育債、２節小学校債、補正額３,３５０万円。小学校空調設備設置工事等に係るブロッ

ク塀・冷房設備対応臨時特例交付金の対象事業費が減額になっております。そのため、交付金対

象事業費のほうに充てる学校教育施設等整備事業債が３,１６０万円の減額になります。一方で、

交付金対象外事業費に充てることができる合併特例事業債が、今回の追加補正分も含めまして

６,５１０万円の増額になっております。

９目災害復旧債、２節農林水産業施設災害復旧事業債、補正額１,７５０万円でございます。

内容は、農地３６０万円、農業用施設１,１１０万円、林業用施設２８０万円となっております。

以上になります。

説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） 歳入で１つ確認させてください。説明があったかもしれません
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が、１５ページの総務費の分担金、有線テレビジョンの共同受信、これはもう中山間地の関係だ

と思うんですが、金額的には２６０万円の減になっておりますが、やはりこれだけ減少している

という実態を教えていただきたいんですが。よろしくお願いします。

田篭総務課長。

○総務課長（田篭 正規君） 今の御質問でございます。

今回、有線テレビジョン共同受信施設整備受益者負担金ということで減額の補正をさせていた

だいております。中身につきましては、有線テレビの共同受信施設でございますヘッドエンドシ

ステム工事費の額が確定したことによるものでございます。工事費が４,０００万円から

２,７００万円に、入札の結果、下がっておりまして、それに伴いまして地元の受益者分担金に

つきましては２割負担ということになっておりますので、分担金のほうもその２,７００万円の

２割ということで減額になったところでございます。

以上でございます。

ほかに質疑ありませんか。７番、鑓水議員。

○議員（７番 鑓水 英一君） ちょっと一言お尋ねします。

この合併特例事業債は、あと何年残っておりますかね。当初は５年とか１０年とかやったけど、

今現状でわかればお願いします。

中野企画財政課長。

○企画財政課長（中野昭一郎君） 合併特例債につきましては、適用期間は当初１０年間というこ

とで、平成１７年から２６年までの１０年間でございました。それが５年延長になりまして、平

成３１年度まで、そしてさらに再延長が５年ございまして、現在が平成３６年度までというよう

なことになっております。

ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで諸支出金、予備費及び歳入の質疑を終わり

ます。

これで議案第２号の質疑を終わります。

次に、議案第７号平成３１年度うきは市国民健康保険事業特別会計予算を議題とします。

議案の朗読と説明を求めます。市民生活課長。

○市民生活課長（松岡 美紀君） 市民生活課、松岡でございます。よろしくお願いいたします。

平成３１年度福岡県うきは市予算、青い予算書になります。こちらの１３ページをお開きくだ

さい。

議案第７号平成３１年度うきは市国民健康保険事業特別会計予算。
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平成３１年度うきは市の国民健康保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３９億３,９１６万

４,０００円と定める。

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

一時借入金。第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最

高額は、３億円と定める。

歳出予算の流用。第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出予算の各

項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）第２款保険給付費に計上した給付費等に係る予算額に過不足を生じた場合における同一

款内でのこれらの経費の各項の間の流用。平成３１年３月１日提出。うきは市長髙木典雄。

次に、予算に関する説明書の１７３ページをお願いいたします。

歳入でございます。

１款１項１目一般被保険者国民健康保険税７億８,３２８万２,０００円。前年度と比較いたし

まして５８３万５,０００円の減額でございます。内訳といたしましては、１、医療給付費分現

年課税分５億４,７５１万３,０００円。２、後期高齢者支援金分現年課税分１億５,１２８万

３,０００円。３、介護納付金分現年課税分５,７９８万６,０００円。４、医療給付費分滞納繰

越分１,８８０万円。５、後期高齢者支援金分滞納繰越分５３０万円。６、介護納付金分滞納繰

越分２４０万円でございます。

次に、２目退職被保険者等国民健康保険税８２万円、前年度から９７１万８,０００円の減額

でございます。１、医療給付費分現年課税分４０万円。２、後期高齢者支援金分現年課税分

１０万円。３、介護納付金分現年課税分１０万円。４、医療給付費分滞納繰越分２０万円。

次のページをお願いいたします。

５、後期高齢者支援金分滞納繰越分１万円。６、介護納付金分滞納繰越分１万円でございます。

こちらにつきましては、一般被保険者、退職被保険者とも被保険者数が減少しているため税収も

減少しているとして予算を見込んでおります。特に退職につきましては、平成２６年度に制度が

終了しておりますので、被保険者数も減少しております。同様に、減少として予算を計上させて

いただいております。

次のページをお願いいたします。１７４ページです。

２款１項１目手数料、内訳といたしまして証明手数料、督促手数料１,０００円ずつの

２,０００円で予算計上させていただいております。

次に、３款１項１目災害臨時特例補助金１,０００円として予算計上をさせていただいており

ます。
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次のページをお願いいたします。

３款１項２目国民健康保険制度関係業務事業費補助金、本年度２２１万３,０００円の予算計

上をさせていただいております。３目社会保障・税番号システム整備費補助金３,０７１万

６,０００円の予算計上をさせていただいております。この２つにつきましては、今年度新規で

計上させていただいておるものでございます。両方とも２０２２年末を予定としまして、オンラ

インでの資格照会ができるようになる予定でございます。それらの業務システム改修について費

用が必要になるということでございます。

次に、４款１項１目保険給付費等交付金２８億７９３万５,０００円で計上させていただいて

おります。内訳といたしまして、普通交付金２７億５,５３１万８,０００円、特別交付金

５,２６１万７,０００円でございます。

次のページをお願いいたします。

４款２項１目財政安定化基金交付金、前年度と変わらず１,０００円で予算計上させていただ

いております。

次に、５款１項１目利子及び配当金でございます。前年度と変わらず１,０００円で予算計上

させていただいております。

次に、繰入金、６款１項１目一般会計繰入金でございます。３億９０２万６,０００円で計上

させていただいております。

次のページをお願いいたします。

７款１項１目繰越金、１,０００円の計上でございます。

８款１項１目延滞金でございます。内訳といたしまして、一般被保険者延滞金と退職被保険者

等延滞金、それぞれ１,０００円ずつの予算計上で２,０００円で上げさせていただいております。

２目加算金、同じく内訳といたしまして、一般被保険者加算金と退職被保険者等加算金をそれ

ぞれ１,０００円ずつの２,０００円で計上させていただいております。

３目過料、同じく１,０００円で予算計上させていただいております。

次のページをお願いいたします。

８款２項１目市預金利子、同じく１,０００円での予算計上をさせていただいております。

次に、８款３項１目一般被保険者第三者納付金でございます。５００万円の計上をさせていた

だいております。

２目退職被保険者等第三者納付金でございます。１,０００円で計上させていただいておりま

す。

同じく３目一般被保険者返納金でございます。１,０００円で計上させていただいております。

４目退職被保険者等返納金でございます。同じく１,０００円で計上させていただいておりま
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す。

５目雑入といたしまして、内訳としまして雇用保険料の個人負担金と指定公費、その他の収入、

それぞれ７,０００円、１０万円、５万円として、合計しまして１５万７,０００円で計上させて

いただいております。

以上でございます。

次に、国民健康保険事業特別会計の給与等に関しての総括的説明を求め

ます。総務課長。

○総務課長（田篭 正規君） 私のほうから、職員の給与等についての説明をさせていただきます。

予算説明書の１９９ページをお願いいたします。

まず、職員数についてでございますが、職員数につきましては４名でございます。給与費、退

職手当組合負担金、共済費、合計で２,８８５万６,０００円を計上しております。前年比では

９６万６,０００円の増加となっておりますが、主な要因につきましては給与改定、人事異動等

によるものでございます。

説明は以上です。

歳出の説明が抜けてるようでございます。歳出の説明をお願いします。

市民生活課長。

○市民生活課長（松岡 美紀君） 市民生活課、松岡でございます。失礼しました。歳出のほうが

抜けておりました。

１８０ページをお開きください。

歳出でございます。１款１項１目一般管理費の旅費から私のほうで御説明させていただきます。

普通旅費といたしまして１４万１,０００円計上させていただいております。

需用費、内訳といたしまして、消耗品費、印刷製本費、修繕料として９０万円を計上させてい

ただいております。

役務費といたしまして、通信運搬費２２４万６,０００円、電算共同処理手数料１０９万

５,０００円、レセプト管理等手数料４０万２,０００円、療養費点検事務等手数料１１万

５,０００円、国保情報集約手数料４４万８,０００円、その他手数料としまして４９万

４,０００円、合計して４８０万円の計上をさせていただいております。

次に、１３節委託料でございます、３,８６２万９,０００円。内訳といたしまして、調整交付

金申請システム保守点検委託料が１６万５,０００円、レセプト点検事務委託料が４７４万

４,０００円、国保システム改修委託料３,３６１万９,０００円、海外療養費不正請求対策事業

委託料１０万１,０００円でございます。こちらの国保システム改修委託料につきましては、先

ほど歳入の分で申し上げました、２０２２年度末のオンラインでの資格照会に係るシステムなり
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業務の改修に必要な経費ということになります。

次のページをお願いいたします。

１款１項１目、これ一般管理費の部分でございます。済みません、御説明漏れでした。１９節

負担金、補助及び交付金、研修等の負担金でございます。８,０００円で計上させていただいて

います。

２目連合会負担金１８６万８,０００円。前年度と比較しまして３万２,０００円の増額で計上

させていただいております。こちらは、内訳としては県連合会の負担金ということになります。

次のページをお願いいたします。

１款２項１目運営協議会費２４万９,０００円で計上させていただいております。こちらは、

比較はゼロでございます。内訳といたしまして、報酬、運営協議会委員報酬となりますけれども、

こちらが２４万３,０００円。９節旅費、費用弁償として６,０００円を計上させていただいてお

ります。

次のページをお願いいたします。

２款１項１目一般被保険者療養給付費でございます。こちらは、前年度と比較しまして

１,９１０万６,０００円の減額ということで計上させていただいております。２３億

４,９２８万４,０００円でございます。

次に、２目退職被保険者等療養給付費でございます。こちらも前年度と比較しまして

４,４０６万円ほど減額で計上させていただいております。４００万円でございます。

次に、３目一般被保険者療養費１,９２０万円、増減なしでございます。

４目退職被保険者等療養費、前年度と比較しまして４０万円の減額で１０万円で上げさせてい

ただいております。

５目審査支払手数料、前年度と比較しまして６３万６,０００円減額の５３３万８,０００円で

計上させていただいております。内訳といたしましては、審査支払手数料が５１３万

２,０００円、その他手数料として２０万６,０００円とさせていただいております。

次のページをお願いいたします。

２款２項１目、保険給付費でございます。一般被保険者高額療養費といたしまして、前年度よ

り１,９１０万８,０００円増額の３億８,４５８万４,０００円で計上させていただいております。

２目退職被保険者等高額療養費でございます。前年度から１,０００万円減額いたしまして

２００万円ということで計上させていただいております。

３目一般被保険者高額介護合算療養費、こちらは前年度と変わらず１００万円で計上させてい

ただいております。

４目退職被保険者等高額介護合算療養費、前年度と比較して４０万円減の１０万円で計上させ
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ていただいております。

次のページをお願いいたします。

２款３項１目、移送費でございます。一般被保険者移送費、前年度と変わらず１０万円で計上

させていただいております。

２目退職被保険者等移送費、前年度と変わらず５万円で計上させていただいております。

次のページをお願いいたします。

２款保険給付費でございます。１目出産育児一時金でございます。前年度より２１０万円減額

させていただき１,８９０万円で計上させていただいております。

２目審査支払手数料、前年度と２,０００円、ちょっと減額させていただきまして１万円で計

上させていただいております。

次のページをお願いいたします。

２款保険給付費の葬祭諸費でございます。２款５項１目葬祭費、前年度と変わらず１９５万円

で計上させていただいております。

次のページをお願いいたします。

こちらは、県のほうへの納付金ということになります。３款１項１目一般被保険者医療給付費

分といたしまして、前年度より４,７９４万８,０００円増額ということで７億５,１７１万

２,０００円で計上させていただいております。

２目退職被保険者等医療給付費分、前年度と変わらず２６１万３,０００円の計上でございま

す。

次のページをお願いいたします。

後期高齢者支援分の納付金でございます。３款２項１目一般被保険者後期高齢者支援金等分、

前年度と６８１万９,０００円減額の１億８,６５３万８,０００円で計上させていただいており

ます。

２目退職被保険者等後期高齢者支援金等分、前年度と変わらず８０万１,０００円で計上させ

ていただいております。

次のページをお願いいたします。

同じく納付金で、介護納付金分ということになります。３款３項１目介護納付金分、前年度よ

りも９７４万５,０００円減額させていただいて７,７９６万５,０００円で計上させていただい

ております。

次のページをお願いいたします。

共同事業拠出金でございます。前年度と変わらず２,０００円で計上させていただいておりま

す。
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次のページをお願いいたします。

保健事業費でございます。特定健診に係る分です。５款１項１目特定健康診査等事業費でござ

います。前年度より２７９万５,０００円の減額で２,６２３万４,０００円で計上させていただ

いております。内訳といたしましては、共済費、雇用保険料２万７,０００円、社会保険料等が

８１万円で８３万７,０００円でございます。賃金５３３万５,０００円。こちらは保健師の方を

雇用する際の賃金でございます。旅費１万円。需用費１６万円。役務費１０７万３,０００円。

１３節委託料１,８７８万２,０００円。１９節負担金、補助及び交付金としまして、研修会等が

１万４,０００円、分析システム関係が２万３,０００円で、３万７,０００円で計上させていた

だいております。

次のページをお願いいたします。

保健事業費でございます。５款２項１目保健事業費、前年度よりも１１万６,０００円増額の

２８９万６,０００円でございます。こちらは、はり・きゅうの施術費に伴うものでございます。

旅費といたしまして７,０００円。需用費４万円。役務費１８７万３,０００円。１３節委託料

２２万円。１９節負担金、補助及び交付金７５万６,０００円でございます。

次のページをお願いいたします。

基金積立金でございます。６款１項１目基金積立金、こちらは前年度と変わらず１,０００円

で予算計上をさせていただいております。

次のページをお願いいたします。

公債費、７款１項１目利子、前年度と変わらず５万円で計上させていただいております。

次のページをお願いいたします。

諸支出金といたしまして、償還金及び還付加算金になります。８款１項１目一般被保険者保険

税還付金、前年度と変わらず７００万円での計上です。

２目退職被保険者等保険税還付金、前年度と変わらず５０万円で計上させていただいておりま

す。

次のページをお願いいたします。

予備費といたしまして、９款１項１目、前年度と３,２５６万７,０００円の減額での

２,０４８万５,０００円で計上させていただいております。

以上でございます。

説明が終わりました。１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） 松岡課長にしっかり説明をいただきました。３０分近く説明を

いただきました。ちょっとお願いがあるんですけど、できるだけ経常経費とか変わらないとこは、

もう要点だけをやってですね、あなたも大変と思うんですよ。そこは、どなたか御指導いただい
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て、皆さんの顔見よったら、もういらいらが始まってましたから、そこんにきはきちっとやって

いかないと、これだけの時間もう８特会ありますから、ちょっともうこれは５時に終わらんよう

な感じを受けましたものですから、ぜひちょっと皆さんで統一いただいて、もう要点のみだけを

ひとつ。私たちも事前に読んでますからね。そういうことで松岡課長にどうこう言ってるつもり

はありません。できれば、数字の読み方をちょっと勉強なさるといいなというふうに思いました。

申しわけないけど。

以上です。

ここで暫時休憩とします。３時１０分より再開します。

午後２時58分休憩

午後３時10分再開

議案質疑を再開します。

平成３１年度うきは市国民健康保険事業特別会計予算の説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。４番、野鶴議員。

○議員（４番 野鶴 修君） それでは、１９２ページの特定健康診査等事業費の関係でござい

ます。これは、岩淵議員のほうからも前あったかと思いますけど、特定健診について年々、今現

在、健診率が下がってきておるというふうな状況の中におきまして、また本年度につきましても

２７９万５,０００円の減額と。特に委託料１,８７８万２,０００円と。昨年と比較しても、こ

れが下がってきておると。

実は昨年の分につきましても、当初で３６３万２,０００円の減額をしておると。逆に言うと、

２年間で約五、六百万円の、特定健診については委託料費等が下がってきておるというような現

状にあります。確かに支出が減ることはいいんですけど、特定健診を上げていこうという、そう

いう決意はいただいていると思っております。そういった中で、これだけの予算が下がってくる

というのは、今後はどういうふうに特定健診を進めていくのかという、そこの意図がちょっとよ

くわからない部分もありますので、その辺の説明をお願いしたいと思います。

それともう一点、１８０ページ、１款１項１目の１１需用費のほうであります。印刷製本費が

今年度４９万２,０００円になっております。昨年に比べますと非常にこれが、印刷製本費が突

出しておりますので、何かそこら辺で今年度新しい事業というか、何かパンフなりを作成するの

かどうか、その点あわせて２点お願いしたいと思います。

松岡市民生活課長。

○市民生活課長（松岡 美紀君） 私のほうからは、先ほどの印刷製本費の関係で回答をさせてい

ただきます。
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昨年、県に運営が移行した関係で、昨年の被保険者証は出しておりません。今年度につきまし

て被保険者証を出すということになっておりますので、その分の印刷製本費としてから上げさせ

ていただいております。

特定健診の関係につきましては、事業を行っているのが一応保健課のほうで行っていただいて

いますので。

原保健課長。

○保健課長（原 廣正君） ちょっと手元に資料を持ち合わせておりませんけれども、先日も答

弁いたしましたように、確かに特定健診の受診率、この５年間、微減ではありますけれども数

パーセント落ちているのが現状でございます。県内の順位も、２９年度２０位ということで、当

初、県内でも上位にランクしておったわけですけれども、ここ数年は少し順位を下げているのが

現状でございます。なかなか、数年前に特定健診の個人負担金も、以前５００円いただいておっ

たものを無料にいたしまして、それから先日も申し上げましたけれども、年間３５日間の実施日

のうち３分の１以上を土日の健診ということで、市民の方に経済的にもいろんなお仕事の面でも

受診しやすいような環境は整えてきているつもりではございますけれども、なかなか受診率が上

がってまいりません。

先日も、市の健康づくり推進協議会の中で、いろいろ御意見を頂戴いたしました。やはり市民

の意識を変えていかないと、やはり料金をただにしたり何らかの健康ポイントとか、表現ちょっ

と悪いですけれども、インセンティブを付与してもなかなか市民の方は健診を受けていただけな

いのが今の状況でございます。やはりこのままでは、市が目標としております４０％にはなかな

か到達が難しい状況でございますので、対象が国民健康保険の被保険者になりますので。ただ、

個別に受診勧奨を市が行うのにもかなり限界がございますので、市内のいろんな事業所、ＪＡさ

んとか商工会さんとか、そういった方にいろいろ御協力をいただいて、市民の受診率を上げてい

きたいと考えています。それから、医師会のほうにも御協力をお願いして、これがかなり大きな

力になると思うんですけれども。病院にかかっている方はかなり多くの方がいらっしゃって、年

１回、定期的な検査の中の１回を、この特定健診に充てていただければ、これも無料で検査でき

ますので、その分、受診率がかなり上がってくると思っておりますので、そのようなところで頑

張っていきたいと思っております。

４番、野鶴議員。

○議員（４番 野鶴 修君） 担当課のほうにおきまして、いろいろ努力されているということ

は十分理解しているつもりでございます。ただ、私が今回申し上げましたのは、一昨年から比較

すると、やっぱり受診率は下がっていながら、頑張りますと言いながら、予算についても

５００万円ほど、もうどんどん落としてきておると。何かお金を使うことがいいわけではござい
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ませんけど。

例えば、今の受診会場、これを自治協議会ごとにやるとか、そういった方法。要するに、小ま

めにやるというふうな方法をとることによって受診率を上げていくとか、そういうことも自治協

の中でやれば、やっぱりそういった地域の人たちが呼びかけて健診に一緒に来るというふうな方

法なんかも今後考えてもいいんではないかなと思っております。そういったことを考えたときに、

そうなってくるとやっぱり委託費は逆に余計かさむというふうなことになってきます。だから、

そういったところが、いろいろ頑張りますと言いながら、予算は極端に下がってきておるという

ふうなところが、何か相反するような、そんなイメージを受けましたので意見として申し上げて

おります。

以上です。

原保健課長。

○保健課長（原 廣正君） 済みません、先ほど私の発言、不適切な表現がございましたので、

撤回をさせていただきたいと思います。インセンティブというような表現を使えばよかったんで

すけれども、撤回をさせていただきます。

それから、今の野鶴議員の御提案でございますけれども、今現在、医師会の会長をされている

先生からも、このままではなかなか受診率が上がらないということで、今お話しいただいたよう

な、地区ごとに１回やってみたらどうかというような御提案もいただきました。今のところ、そ

こまではできておりませんで、昨年度から、うきはアリーナのほうを使って健診を行っておりま

すけれども、以前、合併前は、浮羽町とか、特に行政区を、今、この特定健診というのは昔、健

康診査と言っておりましたけれども、行政区を回っておりました。それぞれの行政区の公民館の

ほうで、この健診を行っておりました。そのときは確かに受診率は高うございましたけれども、

そういったところももしかしたらやはり考えなければならないところかなとも思っておりますの

で、今後、検討いたします。

松岡市民生活課長。

○市民生活課長（松岡 美紀君） 特定健診の委託料に関しましての減少に関する要因ということ

でございましたけれども、こちらにつきましては、一応これ対象が国保の被保険者数ということ

になっております。国保の被保険者数が減少している関係上、委託料も下がってきているという

ようなことになっております。

以上でございます。

ほかに質疑ありませんか。１２番、伊藤議員。

○議員（１２番 伊藤 善康君） 特定健診について。病院とかで定期的に血液検査とか受けとる

場合は、特に特定健診に行かにゃいかんということを思わんとですよね。そのあたりのあれは把
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握できとるですか、これは。たしか、結構高齢者あたりは、もう病院に行って、しょっちゅうあ

れしよるですね。そいけん、特別、特定健診を受けなくても、そこである程度のことはわかると

思いますけんで。把握ができとんなら教えていただきたいと思います。

１９３ページ、これ一番下段ですが、はり・きゅうの補助金があります。これは、あんまとか、

そういったとこは入らんとですかね。はりときゅうに限るということですか。はり・きゅうに限

らず、この前、私はちょっと行ったとばってんが、えらい変わった治療もあるとですよね。それ

で病院以外の治療で、そのあたりは含まれんということですかね。

原保健課長。

○保健課長（原 廣正君） 特定健診の対象者は国民健康保険の被保険者でありますので、現在

何らかの病気で通院されている、医療機関にかかっている方の特定健診の受診率とか、そういっ

た内訳は把握をしております。おっしゃるように、月１回とか検査をされていらっしゃるので、

それでいいじゃないかというような、特定健診を受ける必要はないというような先生方も中には

いらっしゃいますので、そのあたりを市といたしましては、その中の１回は無料になりますので、

市の特定健診として位置づけていただいて、結果をこちらにお送りいただいたり、そういうこと

をする手間がありますので大変かとは思うんですけれども、そのあたりを毎年、私のほうがそれ

ぞれの医療機関に出向いてお願いをさせていただいております。ですから、そういったところは

把握をいたしております。

松岡市民生活課長。

○市民生活課長（松岡 美紀君） あんまが含まれるかどうかの御質問でしたけれども、この分に

つきましては、あんまについては入らないということでございます。

１２番、伊藤議員。

○議員（１２番 伊藤 善康君） ということになると、もうこれは、はりときゅうということで

すかね。整体とかも入らんとですね、整体治療とか。それなら、何か私は含めてもらいたいと思

いますが、入らんなら。もう、はりは危ないですよね、あれは。なかなか、失敗したりも聞くけ

んで、私は、はり治療はもうほとんど自分から進んで行きません。あんまとか整体は、よう行く

とですよね。多分、私みたいな人もおるとじゃなかろうかと思って要望しております。

その特定健診に、病院でやりよる検査あたりが把握できとんなら、それカウントで含まれんで

すか、その特定健診だけということなのか。かなり結構、血液検査やら調べよるですよね、いろ

いろ。

原保健課長。

○保健課長（原 廣正君） 一昨年ぐらいから、本人の同意を得てからの話ではありますけれど

も、医療機関での検査データを市の特定健診のデータとしていただけるような、そういった受診
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率を上げるための１つの方策だと思いますけれども、国保連合会のほうでそういった契約をいた

しておりますので、うきは市もそれに参加をいたしておりますので、本人の同意がある方につい

ては、市が医療機関で行われた検査の結果を特定健診のデータとして頂戴できるようなことは、

今、行っているところでございます。それによって、幾らかは受診率のアップにつながってはお

ります。

松岡市民生活課長。

○市民生活課長（松岡 美紀君） はり・きゅうにつきましては、こちらにつきましては市が独自

で行っている給付でございます。あんまと整体につきましては、例えば医師があんまとか整体が

必要というところで医療として認めた場合についてのみ、医療に適用されるというようなことに

なります。

以上でございます。

ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第８号平成３１年度うきは市後期高齢者医療事業特別会計予算を議題とします。

議案の朗読と説明を求めます。市民生活課長。

○市民生活課長（松岡 美紀君） 市民生活課、松岡でございます。

予算書の１９ページをお開きください。

議案第８号平成３１年度うきは市後期高齢者医療事業特別会計予算。

平成３１年度うきは市の後期高齢者医療事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５億２１万円と定める。

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

平成３１年３月１日提出。うきは市長髙木典雄。

次に、予算に関する説明書の２０９ページをお願いいたします。

歳入でございます。

後期高齢者の医療保険料でございます。１款１項１目特別徴収保険料、前年度と比較して

１,７５５万４,０００円の増額で２億１,９４６万５,０００円でございます。

２目普通徴収保険料２７８万６,０００円の増額、１億２,２４９万５,０００円でございます。

普通徴収につきましては、普通徴収保険料と滞納繰越分と含んでおります。

次に、２款１項１目手数料でございます。前年と変わらず１,０００円でございます。

繰入金、３款１項１目一般会計からの繰入金でございます。８５５万２,０００円、前年度か

ら減額しまして１億５,０５１万円でございます。
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次のページをお願いいたします。

繰越金でございます。４款１項１目、前年度と変わらず１,０００円で予算をしております。

５款諸収入でございます。５款１項１目延滞金、２目過料、それぞれ前年度と変わらず

１,０００円の予算でございます。

次に、諸収入でございます。５款２項１目保険料還付金及び加算金、保険料の還付金と加算金

でございます。前年度と比較して５０万円ほど増額で１００万円で計上させていただいておりま

す。

次に、諸収入でございます。５款３項１目市預金利子でございます。前年度と変わらず

１,０００円の計上でございます。

５款４項１目雑入でございます。前年度と３万３,０００円減額させていただき６７３万

５,０００円で計上させていただいております。

次に、国庫支出金でございます。これは事業がございませんので、ゼロ円ということで計上さ

せていただいているものでございます。

次のページをお願いいたします。歳出でございます。

１款１項１目一般管理費でございます。私のほうからは、７節の賃金から御説明させていただ

きます。一般管理費、前年度と比較しまして１５２万２,０００円の増額で１,９９２万

２,０００円でございます。７節賃金、嘱託職員の賃金、これは１人分でございます、２４０万

円。旅費、普通旅費でございます。需用費９万円、消耗品費。役務費２３４万７,０００円、通

信運搬費で計上させていただいております。

次に、１款２項１目徴収費でございます。２７８万９,０００円、前年度より減額をさせてい

ただいて３０１万２,０００円で予算をさせていただいております。内訳といたしましては、需

用費、役務費、委託料、使用料及び賃借料。主なものといたしまして、役務費の通信運搬費

１０１万７,０００円、電算機器保守点検委託料として１５７万５,０００円ほど上げております。

次のページをお願いいたします。

２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金でございます。前年度より１,１１６万

５,０００円ほど増額させていただいております、４億７,４３９万５,０００円でございます。

次のページをお願いいたします。

３款１項１目保険料還付金及び加算金でございます。前年度と変わらず１００万円で計上させ

ていただいております。

次のページをお願いいたします。

こちらは、繰出金ゼロで計上しております。

次のページをお願いいたします。



- 234 -

予備費でございます。４款１項１目予備費、前年度より３０万６,０００円ほど増額させてい

ただき、１８８万１,０００円で計上させていただいております。

以上でございます。

次に、後期高齢者医療事業特別会計の給与等に関しての総括的説明を求

めます。総務課長。

○総務課長（田篭 正規君） 予算説明書２１８ページをお願いいたします。

職員の給与等についてでございます。

まず、職員数につきましては、平成２９年度から福岡県後期高齢者医療広域連合へ１名職員を

派遣している分を含めまして２名となっております。給与費、退職手当組合負担金、共済費、合

計で１,４３９万１,０００円を計上いたしております。前年度比１５２万１,０００円の増額で

ございますが、主な要因といたしまして、給与改定、人事異動等によるものでございます。

説明は以上です。

説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

それでは、松岡市民生活課長より訂正があるそうです。

○市民生活課長（松岡 美紀君） 先ほど、私の説明の中で、２１１ページ、国庫支出金と

２１６ページ、諸支出金というところで、ゼロ円で計上させていただいておりますということを

申し上げましたけれども、こちらの２つにつきましては科目がなくなったためにこういうふうな

記載になっているところでございます。

以上です。

次に、議案第９号平成３１年度うきは市住宅新築資金等貸付事業特別会

計予算を議題とします。

議案の朗読と説明を求めます。人権・同和対策室長。

○人権・同和対策室長（松岡 美紀君） 人権・同和対策室、松岡でございます。

予算書は２５ページをお開きください。

議案第９号平成３１年度うきは市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算。

平成３１年度うきは市の住宅新築資金等貸付事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２,３９０万４,０００円と

定める。

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。
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平成３１年３月１日提出。うきは市長髙木典雄。

次に、予算に関する説明書２２７ページをお願いいたします。

歳入でございます。

１款１項１目住宅新築資金等県補助金でございます。２万８,０００円の減額で、本年度２万

６,０００円で計上させていただいております。こちらにつきましては、起債を原資としている

分を貸し出す際の利息の差を埋める補助金でございます。

次に、２款１項１目繰越金でございます。こちらも７０万円ほど増額させていただき

２,２６０万円、前年度繰越金でございます。

次に、３款１項１目延滞金でございます。前年度と変わらず１,０００円で計上させていただ

いております。

次のページをお願いいたします。

３款２項１目市預金利子、前年度と変わらず１,０００円でございます。

次に、諸収入でございます。３款３項１目貸付金元利収入でございます。前年度より１２２万

３,０００円ほど減額をさせていただき１２７万６,０００円でございます。内訳といたしまして

は、住宅新築資金等貸付金元金収入が４１万８,０００円、現年分、１世帯分でございます。２、

住宅新築資金等貸付金利子収入として７,０００円計上させていただいております。また、滞納

繰越分といたしまして、３世帯、４件分８５万１,０００円で、合わせまして１２７万

６,０００円で計上させていただいております。

次に、歳出でございます。

１款１項１目一般管理費でございます。３,０００円ほど増額をさせていただき７万

８,０００円で計上させていただいております。

次のページをお願いいたします。

公債費でございます。２款１項１目元金９７万２,０００円の減額で３６万７,０００円で計上

させていただいております。

利子につきましても４万７,０００円減額の１万２,０００円で計上させていただいております。

次のページをお願いいたします。

予備費でございます。３款１項１目予備費、前年度より４６万５,０００円増額させていただ

き、２,３４４万７,０００円とさせていただいております。

以上でございます。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第１０号平成３１年度うきは市立自動車学校特別会計予算を議題とします。

議案の朗読と説明を求めます。自動車学校長。

○自動車学校長（髙木 慎君） 自動車学校の髙木でございます。よろしくお願いします。

それでは、予算書の２９ページをお願いいたします。

議案第１０号平成３１年度うきは市立自動車学校特別会計予算。

平成３１年度うきは市立自動車学校特別会計の予算は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億３,００４万

３,０００円と定める。

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

一時借入金。第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最

高額は、１,０００万円と定める。平成３１年３月１日提出。うきは市長髙木典雄。

それでは、予算に関する説明書をお願いいたします。ページは２３５ページでございます。

それでは、前年度と変更があった主な部分のみの説明とさせていただきます。

まず、本年度予算策定に当たりまして、前年度４２０名、入校生の目標であったのを本年度、

前年度等の実績を見まして、３９０名というところで予算を組んでおります。

それでは、２３５ページの１款２項手数料と１款３項授業料がマイナス表示になっております

けども、先ほど説明した入校生減の目標によるマイナス表示というところになっております。

それでは、次の２３６ページをお願いいたします。

２款１項１目利子及び配当金でございます。本年度２８３万円、前年度との比較がマイナス

６２万６,０００円となっております。これは、運用しております財政調整基金が１つ満期にな

るということでの減額表示となっております。

続きまして、その下、３款１項１目財政調整基金繰入金、１節財政調整基金繰入金が９８万円

となっております。こちらは、自動二輪の教習に使用します運転シミュレーターの購入費用とい

う形で９８万円計上させていただいております。

続きまして、２３９ページをお願いいたします。

１款１項１目総務管理費でございます。そこの７節賃金、こちらが前年度１,５４４万円から

本年度１,２１７万円と３２７万円の減額となっております。こちらは、臨時職員である指導員

が１名、本年度で退職の申し出が出ておりますので、その１名分と、あと育児休暇が出ておりま

す事務職員、臨時職員が本年度４月１日から、育児休暇をとっている職員が復帰しますので、そ

ちら２名分の減額分という形になっております。

続きまして、２４１ページをお願いいたします。
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１款２項１目事業費、１１節需用費の中の光熱水費でございます。１９９万２,０００円を計

上いたしております。前年度１２４万１,０００円と比べて７５万１,０００円の増額。これは、

契約変更に伴う増額となっております。

続きまして、同じく１８節備品購入費９８万円、これは先ほど説明いたしました二輪車のシミ

ュレーターの購入費用となっております。

続きまして、２４２ページをお願いいたします。

１款２項２５節の積立金でございます。基金利子元本繰入金２８３万円と基金積立金６４０万

５,０００円。こちら、基金積立金のほうが歳入減により前年度より８３０万２,０００円の減額

となっております。

続きまして２４３ページ、予備費でございます。本年度３６３万７,０００円、前年度と比較

しますと２６９万８,０００円の減額となっております。

以上でございます。

次に、自動車学校特別会計の給与等に関しての総括的説明を求めます。

総務課長。

○総務課長（田篭 正規君） 予算説明書の２４４ページになります。

まず、職員数でございます。今年度につきましては、１名増の１３名となっております。こち

らにつきましては、新規採用を１名予定しているものでございます。続きまして、給与費、共済

費、合計で７,４１３万７,０００円を計上いたしております。前年度比では８０４万

６,０００円の増額となっております。主な要因につきましては、先ほど申し上げました新規採

用を１名と、あわせて育児休業者の復職が予定されておりますので、そちらにつきましての増額

となっております。

説明は以上でございます。

説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第１１号平成３１年度うきは市簡易水道事業特別会計予算を議題とします。

議案の朗読と説明を求めます。住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） それでは、予算書３５ページでございます。

議案第１１号平成３１年度うきは市簡易水道事業特別会計予算。

平成３１年度うきは市の簡易水道事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２,２６６万８,０００円と
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定める。

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

地方債。第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。

一時借入金。第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最

高額は、５００万円と定める。平成３１年３月１日提出。うきは市長髙木典雄。

３枚めくっていただいて、４０ページをお願いいたします。

第２表、地方債。起債の目的、簡易水道事業。限度額、６４０万円。起債の方法、証書借入。

利率、償還の方法については、記載のとおりでございます。

続きまして、予算説明書２５３ページ並びに予算補足資料６２ページを御参照ください。

予算説明書２５３ページでございます。

歳入、１款１項１目簡易水道使用料、１節、簡易水道使用料、現年度分といたしまして

７７６万３,０００円、滞納繰越分として２２万３,０００円を計上しています。

次のページをお願いいたします。

３款１項１目一般会計繰入金といたしまして３００万円を計上しておるところでございます。

３款２項１目１節財政調整基金繰入金といたしまして３８２万３,０００円を計上しておると

ころでございます。

次の２５６ページをお願いいたします。

６款１項１目簡易水道事業債６４０万円を計上しているところでございます。

歳出の部でございます。２５７ページをお願いいたします。

歳出、１款１項１目一般管理費といたしまして６６３万８,０００円を計上しておるところで

ございます。主な内容といたしましては、１１節の需用費、修繕料といたしまして今年度

１００万円を計上しておるところでございます。こちらにつきましては、突発的な修繕料の対応

といたしまして、昨年度より４６万円程度、上乗せして予算計上しておるところでございます。

１３節の委託料６４５万９,０００円、簡易水道事業公営企業会計移行支援委託料として計上

しておるところでございます。この内容につきましては、平成３０年、３２年４月より、下水道

事業とあわせ、公営企業会計に移行するための委託料でございます。（「ここの話から、こっち

に戻ってる」と呼ぶ者あり）

済みません、申しわけございません。

それでは、失礼いたしました。１款２項１目の施設維持管理費の１３節の委託料、主なものと

いたしましては簡易水道施設保守点検委託料１６４万５,０００円を計上しておるところでござ

います。
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続きまして、次ページでございます。

２款１項１目公債費、元金でございます。市債元金４１３万３,０００円。

２目利子１９９万６,０００円を計上しておるところでございます。

説明は以上でございます。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第１２号平成３１年度うきは市下水道事業特別会計予算を議題とします。

議案の朗読と説明を求めます。住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） 予算書４１ページでございます。

議案第１２号平成３１年度うきは市下水道事業特別会計予算。

平成３１年度うきは市の下水道事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１２億４,４８３万円と定

める。

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

債務負担行為。第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることが

できる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。

地方債。第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」による。

一時借入金。第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最

高額は、５億円と定める。平成３１年３月１日提出。うきは市長髙木典雄。

続きまして、４６ページをお願いいたします。

第２表、債務負担行為。事項、水洗便所等改造資金の融資先の金融機関に対する損失補償。期

間、平成３１年度より平成３４年度まで。限度額、記載のとおりでございます。

その下でございます。水洗便所等改造資金の融資を受けた者に対する利子補給交付金。期間、

限度額は、記載のとおりでございます。

その下でございます。第３表、地方債。起債の目的、下水道事業。限度額、８,１７０万円。

起債の方法、証書借入。利率、償還の方法につきましては、記載のとおりでございます。

続きまして、予算説明書２６５ページをお願いいたします。並びに、予算補足資料といたしま

して６２ページ、６３ページを添付しておるところでございます。

歳入の部でございます。
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１款１項１目公共下水道事業分担金８９２万７,０００円。内訳といたしまして、１節現年度

分といたしまして８０２万３,０００円、２節滞納繰越分として９０万４,０００円を計上してお

ります。

２款１項１目公共下水道施設使用料４億２２８万９,０００円。内訳といたしまして、１節現

年度分といたしまして３億９,９２１万２,０００円、２節滞納繰越分として３０７万

７,０００円を計上しておるところでございます。

２目１節土地建物使用料、これにつきましては吉井浄化センター、メガソーラー土地使用料と

して２４９万９,０００円を計上しております。

次のページをお願いいたします。

３款１項１目１節下水道費補助金、社会資本整備総合交付金といたしまして２,４００万円を

計上いたしております。

４款１項１目１節一般会計繰入金といたしまして７億８００万円を計上しておるところでござ

います。

続きまして２６９ページ、歳出の部でございます。

歳出、１款１項１目一般管理費といたしまして１億２７万５,０００円を計上いたしておりま

す。主なものといたしまして、１３節委託料、下水道事業等地方公営企業法適用支援委託料とい

たしまして１,６３０万８,０００円を計上しておるところでございます。こちらにつきましては、

４年間の債務負担行為を起こしまして、本年度、最終年度となっております。総額４,３２０万

円、本年度が４年目というふうなところでございます。続いて、公営企業会計システム導入業務

委託料として１,３５６万３,０００円を計上いたしておるところでございます。

次のページをお願いいたします。

２７節公課費、消費税等納付金２,２００万円を計上いたしておるところでございます。

次のページでございます。２７１ページでございます。

施設維持管理費といたしまして２億８,１１２万７,０００円を計上いたしております。主な内

容といたしましては、１３節委託料、浄化センター管理委託料といたしまして８,０５９万

３,０００円、汚泥処理委託料といたしまして１億１,７４８万１,０００円を計上しております。

これにつきましては、吉井、浮羽、屋部浄化センターの維持管理費及び汚泥処理委託料として計

上しておるものでございます。

続きまして、２７３ページをお願いいたします。

２款１項１目公共下水道建設費といたしまして１億１,８７５万９,０００円を計上いたしてお

ります。主な内容といたしましては、１３節、委託料といたしまして２,９１０万円を計上いた

しております。内容につきましては、古川地区の設計委託料として９００万円を計上しておりま
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す。それから、ストックマネジメントの計画策定委託料として２,０００万円を計上しておると

ころでございます。それから、１５節の工事請負費でございます。管渠工事といたしまして

６,８５０万円を計上しておるところでございます。

次のページをお願いいたします。２７５ページでございます。

３款１項公債費、１目元金、２３節、市債元金といたしまして５億３,８１６万３,０００円。

２目２３節、市債利子といたしまして１億８,５８８万２,０００円を計上しておるところでござ

います。

説明は以上でございます。

次に、下水道事業特別会計の給与等に関しての総括的説明を求めます。

総務課長。

○総務課長（田篭 正規君） 予算説明書の２７８ページをお願いいたします。

まず、職員数でございます。本年度５名となっておりまして、昨年度から１名の増となってお

るところでございますが、昨年度の平成３０年度の予算編成時におきまして、職員の中にパート

タイムでの再任用職員が含まれておりました。そちらにつきましては、この職員数にはカウント

しませんので、人数的には５名でございましたけど、昨年においては４名となっております。こ

としにつきましては、正職員を配置しておりますので、人数的には変わりませんけど、こちらの

給与費の明細書におきましては１名増の５名となっているところでございます。

あと、給与費、退職手当組合負担金、共済費の合計では３,７８１万３,０００円を計上いたし

ております。前年度比２８０万円の増加でございますが、主な要因といたしましては、給与改定、

人事異動、先ほど申しました正職員の配置等によるものでございます。

説明は以上です。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） じゃあ、２点お尋ねをさせていただきます。

まず、２６９ページ、一番下ですね。先ほどから、課長、説明がありました公会計の関係です

ね。これはこれで結構ですが、もう今年度、新年度で終わりということなんですね。それで、前

の会計の簡易水道、これも６００万余上がっていますね。これは同じ事業者で委託をして、たま

たまその金額を振り分けているという理解でいいのかどうかですね。別々の業者ということは、

もうありませんでしょうし。それを１点、確認させてください。

それから、あと、もう計画事業も、ほぼ９８％ということで終わられておりますが、ここにあ

と完了事業で６,８５０万円かな、この事業の概要を教えてください。そして今後の拡張事業を

含めてどう展開していくのか。後は、もう維持と接続率を高めていくだけの仕事なのか、その辺



- 242 -

の今後の事業の計画なりを、概要的に教えていただければと思います。

それから最後に、前々から申し上げている課題が、三園前議員が、もう毎回毎回、脱水の、水

分のことを申し上げておりましたが、これはもう別に改善を図らず、このままいこうとしている

のかどうか、その点についてお伺いをさせてください。よろしくお願いします。

江島住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） この会計移行の支援業務でございます。当初、２８年度から

国のほうから指導がありまして、将来にわたってこの企業会計に移行するような指導がございま

した。その時点では、まずもって下水事業だけというふうなところで指導を受けておりました。

その後、水道関係につきましては、現在、吉井のほうでは簡易水道、それから住宅への専用水

道ということで、この水道事業について将来計画はどうなっているのかというようなところがご

ざいまして、将来、上水の計画が具体化してなければ、この下水とあわせて企業会計のほうに移

行すべきだというふうな通達がございまして、それが２年おくれでございました。ですから、今

回この簡易水道につきましては、３０年、３１年、そして結果的には下水と同じく３２年の４月

から企業会計移行にするというようなところで、現在この委託料で行っておるところでございま

す。当然、先行しております下水道事業の移行会計の業者のほうと相談をいたしまして、同じ業

者のほうで委託のほうをお願いしているところでございます。

それから、工事費の概要でございます。今年度６,８００万余で予算計上しております。主な

工事場所といたしましては、本年度、古川地区、具体的に言いますと日本精工でございます。も

ともと日本精工は、大規模の合併浄化槽で汚水処理をしておりましたけれども、その当時、筑後

川の控堤といいますか、霞堤がございまして、国交省の土地を占用できないというふうな話で、

その当時、合併浄化槽で処理しておったと。今回、その合併浄化槽の耐用年数が間近になってき

たというところで御相談がありました。うちのほうも国交省のほうと話をいたしまして、できれ

ばうちの公共下水道のほうにという話が国交省のほうと占用関係のほうで話がまとまってきたと

いうことで、今回その設計委託費を計上し、工事費を実施するというところ。

それから、吉井につきましては、吉井の安富地区、福益地区でございますが、こちらのほうで

開発に伴います下水道工事を計上しておるもの。それからもう一つは、２１０号線の、これは吉

井地区でございますけれども、マンホールがございまして、そのマンホールの修繕等といいます

か、そちらのほうを国交省と協議をしながら、市負担分もちょっと必要だということで、そうい

った工事関係を予定しておるところでございます。

それから、今後の事業計画でございますが、午前中でもお話しいたしております。うきは市内、

ほぼ九十数％、もう概成をしておるというところでございますけれども、最近の宅地開発等がご

ざいまして、そういったところへの下水の整備等が今後もあるというところで、大きな工事につ
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いてはほぼ概成、そうした後は私道、あるいはそれら開発等に伴います築造工事等が今後あるの

かなというふうに考えておるところでございます。

それから、汚泥の含水比でございます。これは、もう以前からいろいろ検討課題ということで、

指導なり研究の話を受けておるところでございます。今、うちのほうの含水比につきましては

８２から８３程度でございます。近隣の朝倉市等を調査いたしますと、朝倉よりも特段高いとい

う状況でもない、月別に見ると近隣よりも低い状況、含水比がですね、そういった状況もござい

ます。

今回、吉井処理場におきましては、３系列目の計画を今やっております。当然、今、吉井のほ

うの流入量が５,０６０トン、計画では６,０００トンということで、将来の系列不足ということ

で、今、設計委託をしております。その中で、この脱水装置につきましても、やはり技術の進歩

がすぐれたものがありまして、ハイブリッドで、なおかつ含水比の低いような、そういった装置、

そういったものも今検討をしておるところでございます。

説明は以上です。

１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） 三園議員のことを申し上げましたが、水分の汚泥処理委託料が

１億１,７００万円、総予算の約１割を占めていますから、できるだけ新しいそういうものが整

備されていくというか、考案されていくかもしれませんので、ひとつ努力をお願いしておきたい

と思います。

それと、以前からの課題で、１つは筑後川温泉の接続がなかなか、これ一番先に下水道事業が

スタートしたのは温泉からスタートであって、いまだに接続されてないという現実は、もう悩ま

しい。何回も課長とも、何らか工夫ないかということを言っておりますが、最近ちょっと話が遠

のいておりますので、どういう方向づけをいずれしていくかという見定めはしておかないと、こ

のままずるずる放置されているということになりますと、また温泉のみならず、いろいろ夜の町

を歩きまして飲みに行ったりすると、もうトイレつなげてないとこが結構ありますね。事業者も

ですね。だから、一般家庭には当然のようにしながら、そういうとこは放置しているという現実

もありますから、その辺はやっぱり常に目の前に課題を置きながら、職員が一丸となって知恵を

出していって、その成果を上げていかないかんだろうと思っております。その辺も、ひとつ思い

を答弁いただきたい。

最後には、農業集落排水との統合は平成４７年と、県との関係でですね。あくまでも、それは

そういう期間を言ってるだけで、実際はもうかなり早くできるであろうという思いも課長のほう

からもあったように思います。その辺は、全くそのままで放置されていくようなものであっては

ならないと思いますから、その辺の見解も含めて答弁をいただくことで終わらせていただきます。
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江島住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） 今、御質問でございますが、温泉組合の推進というお話でご

ざいます。過去に温泉の接続の推進ということで、近隣、特には日田でございますけれども、そ

ういったところの下水処理方法の調査なんかもしたところでございます。いろんな手法で、その

温泉組合の下水を取り込むというふうな取り組みといいますか、そういったのがされておるとい

うところも検証の結果わかっております。

ただ、現実、現在このうきは市の温泉組合のほう、話をお聞きしますと、やはり温泉と下水を

分離して浄化槽のほうに流すというふうにした場合の、その設備投資、現在は合併浄化槽で、温

泉はそのまま、多分、川のほうに行かれたのかなと。温泉の浴槽でも、当然かけ流しのお湯、そ

れから、洗った汚水というのは、当然そういったものを全部一括して浄化槽のほうに流入させる

となってくると、かなりな量にもなるということで、これはともに検討課題、市としては当然温

泉組合を取り込めるような、そういった料金体系なりを、そういったものを検討していかなけれ

ばならないというふうに考えております。なかなか具体的に温泉組合、後に具体的な折衝という

のもされていないのが現状でございます。今、議員申されますように、今後そういった温泉組合

にも働きかけなり、そういったことをやっていかなければならないと反省をしております。

それから、事業所の関係でございますけれども、昨年度はピックアップをいたしまして、事業

所のほうに案内通知をやったという経過がございます。何かアクションを起こそうということで、

まずそういった未接続の事業所のほうに御案内の通知を出して、その結果を、今、集計している

というふうなところ。それから、何で接続できないかというふうな、その要因も分析をしていか

なければならないと考えておるところでございます。

それから、吉井の鷹取・今泉農業集落排水でございます。これは、県の汚水処理構想の中に、

今回といいますか、２９年ですか、盛り込まれております。その中で、まず吉井の屋部地区、こ

こにつきましては平成５年でしたか、吉井地区の合併、下水道のモデル地区と、そして同じ公共

下水道でございます。当然、経費節減のためには、その３つの施設を１つにするのが当然でござ

います。まずもって、県の汚水処理構想の中に盛り込まれましたのが、屋部の合併がまず先行と

いうところで、その計画の中には３７年度目標ということでございますけども、こちらは準備が

整えば、料金改定のときにお話しさせていただきましたけれども、前倒しでもできるのかなと。

先ほど申されました高田・今泉の農集でございます。こちらは、所管が農水省になってくるわ

けでございまして、どうしても国交省と農水省の関係がございます。当然、その施設を整備する

ときには、用地も当然買収しておりますし、施設全てにおいて国庫補助が入っております。です

から、こういった国・県と今後、調整を図りながら。目標は４７年というふうなことになってお

りますけれども、できる限り、前倒しできる分は今後も前倒しをしながら合併を図っていきたい
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と考えているところでございます。

以上です。

ほかに質疑ありませんか。５番、竹永議員。

○議員（５番 竹永 茂美君） お尋ねいたします。

まず１点目は、２６９ページの公会計の委託料がありますが、これは本年度でもう完了するも

のなのか、委託料ですからソフト等々が導入されれば、後はもう自前でやっていくのかどうかお

尋ねいたします。

２点目が、上水道や下水道の公設民営化の話が全国あちこちであっておりますが、うきは市の

場合、このような公設民営化の問題といいますか、そのような動きはあるのかどうかお尋ねしま

す。

３点目は、先ほど江藤議員も言われましたが、脱水の件で、荒尾地区がもっと進んでいるとい

うことを昨年の傍聴席からお伺いしておりましたが、その荒尾地区の調査はなされたかどうかお

尋ねいたします。

とりあえず３点お尋ねいたします。

江島住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） 予算書の２６９ページ、１３節委託料、公営企業会計の委託

料でございます。今年度１,６３０万８,０００円の計上でございます。

これにつきましては、３１年度でこの委託業務は完了するところでございます。と同時に、

３２年４月に企業会計移行でございますものですから、３１年度中にはこの会計に基づいた事務

処理をやっていかないと４月１日の移行が難しいというところでございます。委託料につきまし

ては、３１年度で終わるところでございます。

それから、上水、下水の民営化のお話が出ております。昨今、テレビ等でもいろいろあってお

ります。上水につきましては、やはり高度成長期時代の整備からもうかなり年数が経過しており

ます。当然、施設の維持管理には大きな莫大な経費がかかるということで、上水については民営

化という話がちらほら出ておりますけれども、そういった中、外国の状況を見ますと、民営化か

らまた公設に戻ったというふうなところがございます。

何かといいますと、やはり市民の皆様に安心・安全、そして下水については地理的な平たん部、

山間部、全てにおいて同じようなサービスをしなければならないというところでございます。今

のところ、民営化の関係につきましては検討課題には入れておりません。まずは、施設の維持管

理のほうに努めていかなければならないと考えております。また、民営化については、国のほう

からの動き等もあれば、注視しながら検討するべきには検討しなければならないかなと思ってお

るところでございます。
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それから、脱水の関係でございます。荒尾のほうには、１回、議会と一緒に現場のほうを確認

されたと思っております。ちょっと私の前でございましたのでわかっておりません。そういった、

よその脱水装置等、もろもろを検討しておりますし、今回、吉井の３池目、計画におきましては、

今、委託をしております業者のほうも、いろんなノウハウといいますか、いろんなメーカーの資

料がございます。そういったものを検討しながら、今回、３池目計画に伴います脱水装置の検討

も一緒に行っているところでございます。

以上です。

５番、竹永議員。

○議員（５番 竹永 茂美君） 荒尾の件につきましては、ぜひ脱水率が上がれば、この１億

１,０００万円という金額が下がると思われますので、ぜひ検討をお願いしたいと思います。

それから済みません、最後に、先ほど温泉のことがるる述べられましたが、温泉のある他の自

治体の状況というのは調査されたのでしょうか。

江島住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） さっき荒尾の件が出ました。うちが使っている脱水装置、そ

れから荒尾が使っている脱水装置、根本的なメカニズムが違うというところは１つ申し添えてい

きたいと思います。

それから、温泉でございますけれども、前任者が、温泉の関係につきましては、近隣というこ

とで日田の温泉のほうの現状調査をやっております。その調査に基づいて、市内の温泉の料金の

検討もされたというふうに聞いておるところでございます。

以上です。

ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第１３号平成３１年度うきは市農業集落排水事業特別会計予算を議題とします。

議案の朗読と説明を求めます。住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） 予算書４７ページをお願いいたします。

議案第１３号平成３１年度うきは市農業集落排水事業特別会計予算。

平成３１年度うきは市の農業集落排水事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１,６７４万５,０００円と

定める。

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

債務負担行為。第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることが
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できる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。

一時借入金。第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最

高額は、５００万円と定める。平成３１年３月１日提出。うきは市長髙木典雄。

続いて５１ページをお願いいたします。

５１ページ、第２表、債務負担行為でございます。

事項、水洗便所等改造資金の融資先の金融機関に対する損失補償。期間、平成３１年度より平

成３４年度まで。限度額、記載のとおりでございます。

その下段でございます。水洗便所等改造資金の融資を受けた者に対する利子補給交付金。期間、

限度額につきましては、記載のとおりでございます。

続きまして、予算説明書２８９ページをお願いいたします。

２８９ページ、歳入でございます。

歳入、２款１項１目農業集落排水施設使用料、１節現年度分といたしまして４７３万

８,０００円を計上しております。

次のページをお願いいたします。

３款１項１目１節一般会計繰入金といたしまして１,０００万円を計上しておるところでござ

います。

続きまして、歳出の部に移ります。２９２ページをお願いいたします。

１款１項１目一般管理費といたしまして６３６万２,０００円を計上しておるところでござい

ます。内容といたしましては、職員給与、一般事務経費でございます。

次のページをお願いいたします。

２項１目施設維持管理費といたしまして８１０万７,０００円を計上しておるところでござい

ます。内容といたしましては、１３節委託料、浄化センター管理委託料として３３４万

９,０００円、汚泥処理委託料として１０２万３,０００円を計上しておるところでございます。

この節につきましては、吉井の高田・今泉浄化センターの管理委託料等を計上しておるものでご

ざいます。

説明は以上でございます。

次に、農業集落排水事業特別会計の給与等に関しての総括的説明を求め

ます。総務課長。

○総務課長（田篭 正規君） 予算説明書２９６ページをお願いいたします。

まず、職員数でございますが、１名となっております。給与費、退職手当組合負担金、共済費、

合計で６０１万９,０００円を計上いたしております。前年度比１３７万８,０００円の減額とな

っておりますが、主な要因につきましては人事異動に伴うものでございます。
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説明は以上です。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

次に、議案第１４号平成３１年度うきは市浄化槽整備事業特別会計予算を議題とします。

議案の朗読と説明を求めます。住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） それでは、予算書５３ページでございます。

議案第１４号平成３１年度うきは市浄化槽整備事業特別会計予算。

平成３１年度うきは市の浄化槽整備事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５,９７３万４,０００円と

定める。

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

債務負担行為。第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることが

できる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。

地方債。第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」による。

一時借入金。第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最

高額は、２,０００万円と定める。平成３１年３月１日提出。うきは市長髙木典雄。

続いて５８ページのほうをお願いいたします。

第２表、債務負担行為。事項、水洗便所等改造資金の融資先の金融機関に対する損失補償。期

間、平成３１年度より平成３４年度まで。限度額は記載のとおりでございます。

その下でございます。水洗便所等改造資金の融資を受けた者に対する利子補給交付金。期間、

限度額につきましては、記載のとおりでございます。

その下でございます。

第３表、地方債。起債の目的、浄化槽市町村整備推進事業。限度額、５９０万円。起債の方法、

証書借入。利率、償還の方法につきましては、記載のとおりとなっております。

予算説明書３０７ページをお願いいたします。

３０７ページ、歳入でございます。

１款１項１目浄化槽整備事業分担金といたしまして１１０万５,０００円。内訳といたしまし

て、１節現年度分といたしまして１１０万円、それから２節の滞納繰越分として５,０００円を

計上しているところでございます。
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続いて、２款１項１目の浄化槽施設使用料といたしまして１,４８１万５,０００円を計上して

おります。内訳といたしましては、１節現年度分といたしまして１,４７９万円、２節滞納繰越

分といたしまして２万５,０００円を計上しておるところでございます。

次のページをお願いいたします。

３款１項１目浄化槽市町村整備推進事業費国庫補助金、循環型社会形成推進交付金といたしま

して３４９万６,０００円を計上しておるところでございます。内訳につきましては、７人槽

１０基分を予定しておりまして、これに伴う交付金として計上しておるところでございます。

それから、４款１項１目１節浄化槽市町村整備推進事業費県補助金として、先ほどと同じく

７人槽１０基分といたしまして７８万２,０００円分を計上いたしておるところでございます。

県費の補助率は７.５％となっておるところでございます。

次のページでございます。

６款１項１目一般会計繰入金といたしまして、浄化槽の施設維持管理費といたしまして

３,０００万円を計上しておるところでございます。

続いて、歳出のほうに移らせていただきます。予算書３１１ページでございます。

歳出。１款１項１目一般管理費といたしまして６６６万６,０００円を計上いたしております。

内容といたしましては、人件費及び一般事務費等でございます。

次のページをお願いいたします。

２項１目施設維持管理費といたしまして３,２１５万４,０００円を計上しておるところでござ

います。内容といたしましては、１３節、浄化槽清掃管理委託料といたしまして３,０８４万

７,０００円を計上しておるところでございます。これにつきましては、４３６基分を予定して

おるところでございます。

次のページをお願いいたします。

２款１項１目浄化槽建設費といたしまして１,０６０万２,０００円を計上いたしておるところ

でございます。内訳といたしましては、１５節の工事請負費１,０４３万円を計上いたしており

ます。これにつきましては、７人槽１０基分の設置予定をしておるところでございます。

続いて、次のページをお願いいたします。

３款１項公債費、１目元金、２３節、市債元金といたしまして５６９万９,０００円。２目

２３節、市債利子といたしまして２６２万３,０００円を計上いたしておるところでございます。

説明は以上でございます。

次に、浄化槽整備事業特別会計の給与等に関しての総括的説明を求めま

す。総務課長。

○総務課長（田篭 正規君） 予算説明書３１６ページをお願いいたします。
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まず、職員数でございますけど、１名となっております。給与費、退職手当組合負担金、共済

費、合計で５７９万８,０００円を計上いたしております。前年度比３６万円の増額となってお

りますが、主な要因といたしましては給与改定に伴うものでございます。

説明は以上でございます。

説明が終わりました。

質疑を行います。質疑はありませんか。６番、岩淵議員。

○議員（６番 岩淵 和明君） 予算書の５８ページですけれど、この間、１２号から含めて債務

負担行為についてお尋ねをします。

御説明の内容は記載のとおりですということの説明でした。債務負担行為については、できる

だけ透明性を確保しなければならないというふうに思っております。そういう意味では、きちん

と金額を示すべきだと思うんですけれども、できない理由について改めてお尋ねをしたいと思い

ます。

以上です。

江島住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） 今、御質問、予算書５８ページ、第２表の債務負担行為の内

訳でございます。説明不足で申しわけございません。

ここに書いておりますように、事項、期間、限度額ということで、これは浄化槽を設置すると

きに、この水洗便所等の改造資金、こういった資金を借り入れしたときの関係をうたっておると

ころでございまして、期間といたしましては本年度から３４年度までの期間ということ。当然、

改造資金等を受け入れたときの返済期間等もあるということで、こういった期間で設定をされて

いるというふうに理解をしております。

それから、１件当たり融資限度額５０万円に対する利子の５０％、これは条例のほうにうたっ

ておりますけども、じゃあその年に何件こういった個人さんから改造する申請といいますか、あ

るのかというのも具体的につかめない。それから最近の事例ですと、なかなかこういった資金を

借り入れて宅内をリフォームするというケースも少ないということで、本当に申しわけないんで

すけども、例年どおりのこの記載、債務負担行為の案件ということで上げておりますけれども、

余り具体的に、本当に市民の方がこれを利用するということがないというところで、今回、金額

等についても、総額の金額等もちょっと載せ切れてないというのが現実でございます。

６番、岩淵議員。

○議員（６番 岩淵 和明君） ちょっとよくわからなかったというふうに思います。いずれにし

ても、それで問題があるというふうに思わないですよ。ただ、提案の仕方として、やっぱりきち

んと示してほしいと思いますので、３１年度から、次年度から４年間ということですので、わか
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るような資料等について、もしあれば提出いただきたいな、あるいは確認したいなというふうに

思います。委員会のところでも確認していただければありがたいなというふうに思います。

以上です。

ほかに。１３番、江藤議員。

○議員（１３番 江藤 芳光君） 私も、債務負担行為を見ながら、岩淵議員が質問をいただきま

した。いずれにしても、債務負担行為を設定するなら、科目存置であれ、何らかの費目を設定し

ておかないと、これはやっぱり予算というていをなしていないんじゃないかなというふうに、今

聞きながら思いました。それはもうぜひ御検討ください。

もう一つお聞きしたいのは、３１３ページ、工事請負費の説明がございました。７人槽の幾つ

言よったですかね。（「１０」と呼ぶ者あり）課長、７人槽の１０個分を組んじょっとですね。

はいはい、わかりました。

お聞きしたいのが、委員会のほうでもまた新たな資料を出してから、現実を、認識を皆さんし

たいと思うんですけど。特に、これは中山間地ですね、姫治地区の３つの谷、人口がああいう状

況で、もう衰退の一途です。なおかつ、これはまた１０個つくる予定を立てて、現実に要望があ

るなら、もう結構なことだと思うんですけど、いかんせん空き家等がもう目に見えて平地でも目

立ち始めました。浄化槽をつくってるところも、もう使用してないところが幾つあるのか。中山

間地がどれだけまだ設置してないかという表はいただいておりまして、それがまた一年一年、調

査なりすれば変動してくると思いますので、生きた資料を総務産業の皆さんを初め、私たちにも

現況をいただきたいというふうに思いますので、その実情を、やっぱりそういう面からも把握し

ながら、このうきは振興をどうしていくかと、人口の問題を含めてすべきだと思いますので、こ

れはお願いとして申し上げておきます。何か課長の答弁をいただければ幸いでございますが。生

きた資料をいただきたいということでございます。

以上です。

江島住環境建設課長。

○住環境建設課長（江島 高治君） まず、債務負担行為の関係につきましては、ちょっと内容を

もっと精査して、また報告させてください。

それから、合併浄化槽でございます。３１年度でございますが、例年１０基の予定を組んで予

算を組んでおります。３０年度につきましては、７基の合併浄化槽の設置、現実的にしておると

ころでございます。今申されますように、浄化槽の整備区域、今、浄化槽をやっているところで

ございますが、中山間地というふうな地理的条件もありまして、やはり空き家になるケースもご

ざいますが、今、浄化槽を設置してある空き家については、やはりまた内装がしっかりしている

というふうな条件が整っているのだろうと思います。浄化槽については、スイッチだけ入れとっ
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てくれと。たまに帰ってくるときに使われんといかんからということで、そういった感じで、出

てはいるんですけれども、たまに帰ってくるとき、あるいは空き家バンクなんかにもやるときの

ためにということで、そういった山間部での浄化槽設置のケースというか、そういった相談があ

っているのも事実でございます。

今後、山間部においてのそういった処理施設については、やはり合併浄化槽でやるべきである

と考えておりますので、例年、毎年この１０基分で、国・県の予算を要望しながら、もし余った

ときには早目にまた予算減額をしておるというようなところで、３０年度の実績として現段階で

は７基設置しているというふうなことで報告しておきます。

以上です。

ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

────────────・────・────────────

日程第２．議案の委員会付託

日程第２、議案の委員会付託を議題とします。

議案の委員会付託については、お手元に配付をしております議案の委員会付託表のとおり、所

管の常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

異議なしと認めます。したがって、議案はお手元に配付をしています議

案の委員会付託表のとおり所管の常任委員会に付託することに決しました。

────────────・────・────────────

以上で、本日の議事日程は終了しました。本日はこれで散会します。

○事務局長（石井 良忠君） 起立、礼。お疲れさまでした。

午後４時46分散会


